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消
え
ゆ
く
川
と
の
営
み
―
渡
船
に
つ
い
て
―

　
か
つ
て
川
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
も
っ

と
身
近
な
存
在
で
し
た
。
河
川
を
間
近
に
望

む
人
々
は
水
に
対
し
て
日
々
の
豊
か
さ
を
祈

り
、
日
常
の
一
部
と
し
て
利
用
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や
意
識
の
変

化
に
よ
っ
て
、
次
第
に
人
と
川
と
の
結
び
つ

き
は
薄
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
古
く
か
ら
木
曽
川
と
飛
騨
川
の
合
流
点
に

あ
っ
た
船
で
対
岸
を
つ
な
ぐ「
渡
し
」の
存
在

も
、
人
と
川
と
の
交
わ
り
が
生
み
出
す
暮
ら

し
の
形
の
一
つ
で
し
た
。
こ
の
渡
し
は
、
江

戸
時
代
に
は「
川
合
の
渡
し
」と
し
て
栄
え
、

明
治
期
の
廃
止
の
危
機
も
乗
り
越
え
て
、
そ

こ
を
往
来
す
る
人
々
に
欠
か
せ
な
い
交
通
路

と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
か
つ
て

は
米
や
炭
な
ど
を
運
ぶ
荷
車
や
仕
事
に
向
か

う
行
商
人
、
時
に
は
花
嫁
の
一
行
な
ど
で
列

を
な
し
、
渡
し
場
付
近
に
は
出で

店み
せ

が
軒
を
連

ね
る
ほ
ど
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
特
に
３
月
の

小
山
観
音
の
祭
礼
日
に
は
着
飾
っ
た
百
人
以

上
の
子
ど
も
連
れ
が
こ
こ
を
渡
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　

最
後
の
渡
船
の
様
子
は
、
市
が
ま
と
め

た
文
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

頃
、
渡
船
管
理
は
県
に
委
託
さ
れ
て
お
り
、

古
井
町
川
合
・
可
児
町（
現
可
児
市
）川
合
・

下
米
田
町
牧
野
の
三
つ
の
渡
船
場
を
船
で

結
ん
で
い
ま
し
た
。
運
賃
は
無
料
、
乗
船

人
数
は
最
大
12
人
で
、
曜
日
を
問
わ
ず
毎

日
運
行
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
自
動
車
の
普
及
や
昭
和
46
年

の
新
青
柳
橋
の
完
成
な
ど
に
よ
り
市
民
の

移
動
手
段
が
変
化
し
て
い
く
中
で
、
日
々

の
業
務
報
告
書
に
は
次
第
に
利
用
者
数
欄

の「
０
」が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
昭
和
51
年
、
県
道
可
児
―
金
山

線
の
新
設
に
伴
う
全
長
二
百
メ
ー
ト
ル
の

川
合
大
橋
の
完
成
が
、
渡
船
廃
止
の
決
定

打
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
地
域
の
生
活
や
文
化
が
交
わ

る
結
節
点
で
あ
っ
た
木
曽
川
最
後
の
渡
船

は
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
昭
和
51
年
12
月
末

日
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
し
た
。「
夢
の

か
け
橋
」完
成
の
喜
び
の
陰
に
は
、
消
え
ゆ

く
古
く
か
ら
の
営
み
が
あ
っ
た
の
で
す
。▲渡船の様子。対岸には米田白山が見える。

　可児の川合と下米田間の渡航の一幕だろうか。

▲川合の渡船場

「渡船場の保存活用」

第 12回

問 

み
の
か
も
文
化
の
森
／
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
☎
28-

１
１
１
０

つ 

な

　廃船によって役目を終えた古井町川合、下米田町小山の渡船場と
渡船小屋は、まもなく市の管理となりました。地域の交流を長く支
えてきた文化遺産として保存するため、市は県に対して譲渡を依頼
したのです。川合渡船場に停泊していた二つの船体「今渡 1号」「今
渡 2号」についても、一方は教育委員会に移管されますが、もう
一方は河川防災に役立てたいという要望により地元住民に引き渡さ
れ、その役割を変えながら地域の安全を見守り続けたようです。

Pick Up

▲�「県営渡船に関する文書」
　�（昭和 52年度）
　美濃加茂市社会教育課
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受
験
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
、
こ
の
季
節
に
な

る
と
、
学
習
塾
で
働
い
て
い
た
時
に
、
学
生

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
共
に
ド
キ
ド
キ
、
ハ

ラ
ハ
ラ
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
受
験
生
と
の
初
顔
合
わ
せ
で
は
、

具
体
的
な
目
標
が
無
い
ま
ま
、
た
だ
保
護
者

に
連
れ
ら
れ
て
来
て
い
た
り
、
と
に
か
く
が

む
し
ゃ
ら
に
目
の
前
の
教
科
書
に
向
か
っ
て

勉
強
し
て
い
た
り
す
る
様
子
を
見
て
き
ま
し

た
。

　
そ
ん
な
受
験
生
と
向
き
合
う
と
き
に
、
講

師
と
し
て
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ

は
、「
計
画
」を
立
て
る
こ
と
で
し
た
。
何
を

目
的
と
し
て
、
目
標
に
対
し
、
い
つ
ま
で
に
、

ど
の
よ
う
に
時
間
と
労
力
を
使
う
の
か
。
そ

ん
な
大
切
な
計
画
を
作
る
時
に
、
最
も
重
要

な
こ
と
は「
決
断
」で
す
。
い
く
ら
優
秀
な
講

師
が
い
て
も
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
存
在
し

て
も
、
そ
の
目
的
や
目
標
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
決
断
す
る
の
は
人
間
で
あ
り
、
当
事
者
本

人
だ
か
ら
で
す
。

　
「
計
画
」、
す
な
わ
ち「
羅
針
盤
」が
定
ま
れ

ば
、
目
標
ま
で
の
距
離
や
進
捗
状
況
、
課
題

は
明
確
に
な
り
、
あ
と
は
、
が
む
し
ゃ
ら
に

突
き
進
む
の
み
で
す
。

　
こ
の「
計
画
」の
重
要
性
は
、
行
政
運
営
に

も
通
じ
ま
す
。
美
濃
加
茂
市
に
は
総
合
計
画

を
筆
頭
に
、
62
本
も
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

や
、将
来
の
ま
ち
に
期
待
す
る
こ
と
を
元
に
、

行
政
の
進
む
べ
き
道
を
示
す
も
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
数
々
の
計
画
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
が
、
ど

の
よ
う
な
方
向
へ
と
進
化
し
、い
つ
ま
で
に
、

何
が
行
わ
れ
る
の
か
―
―
。
そ
ん
な
計
画
を

実
現
す
る
た
め
に
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
推
進
力
と
し

て
、
皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

未
来
へ
の
羅
針
盤

暮らしの情報紙 広報みのかも
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市
は
、
昭
和
44
年
に
第
１
次
総
合
計
画

を
策
定
し
て
か
ら
、
第
５
次
総
合
計
画
に

至
る
ま
で
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
方

針
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
を
も
と
に
、
地
域

の
発
展
と
市
民
の
生
活
環
境
向
上
を
目
指

し
、
継
続
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
対
象
と

す
る
美
濃
加
茂
市
第
６
次
総
合
計
画
に
基

づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
の
成
果
を
踏

ま
え
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
は
、
自
治
体
経
営
の
最
上
位

に
位
置
付
け
ら
れ
る
計
画
で
あ
り
、
健
康

や
子
育
て
、
教
育
や
福
祉
、
産
業
や
都
市

計
画
な
ど
、
行
政
が
携
わ
る
全
分
野
共
通

し
て
目
指
す
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で

す
。
役
割
と
し
て
は
、
皆
さ
ん
と
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
の
考
え
方
や
方
針
を

掲
げ
る
こ
と
や
、
総
合
計
画
の
実
現
の
た

め
に
限
り
あ
る
経
営
資
源
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
）
を
最
大
限
に
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

第
６
次
総
合
計
画
で
は
、
基
本
構
想

「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
シ
テ
ィ
ミ
ノ
カ
モ
～
す

べ
て
の
健
康
の
た
め
に
歩
き
続
け
る
ま
ち

～
」
を
掲
げ
、
健
康
な
心
、
体
、
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
構

想
を
共
通
の
目
標
に
市
民
・
団
体
・
企
業
・

市
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
る
計
画
で
す
。

前
期
基
本
計
画
（
令
和
２
年
度
～
令
和
６

年
度
）
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
宣
言
と
し
て

六
つ
の
分
野
を
重
要
政
策
に
掲
げ
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。前
期
の
終
了
に
伴
い
、

今
回
、
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま

で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
後
期
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
後
期
基
本
計
画
で
は
、
複
雑
化
す
る
社

会
の
変
化
や
課
題
に
対
し
て
、
よ
り
包
括

的
で
横
断
的
、
か
つ
効
果
的
な
行
政
運
営

を
実
現
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
六
つ
の

分
野
に
加
え
、
新
た
に
六
つ
の
政
策
分
野

と
一
つ
の
行
財
政
分
野
を
追
加
し
、
計
画

内
容
を
拡
充
し
ま
し
た
。
行
財
政
分
野
に

お
い
て
は
、
行
財
政
運
営
の
方
針
を
明
確

に
し
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
持

続
可
能
な
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

第６次総合計画　　　 基本計画がスタート後期
特集 01

『
総
合
計
画
』と
は

▲第６次総合計画のロゴマークが表紙に描かれた第６次総合計画後期基本計画の冊子

■後期基本計画
（令和 7 年度～令和 11 年度） （令和 2 年度～令和 6 年度）

■前期基本計画

に拡充（本号 6、７ページで紹介）

政 策

重要な政策として取り組んだ
六つの分野
● 健康増進
● 女性若者活躍
● 多文化共生
● 産業振興
● 地域再生
● 防災減災

1 行財政
2 人財育成
3 施設経営

4 広報・広聴
5 広域行政
6 自治体 DX

施 策

12 32

わたしのまちの計画書。

政 策政 策 施 策施 策

Q. 政策と一緒に追加した
行財政運営の方針とは？

A.12の政策を進める基礎となる行
財政の考え方や行動のこと。六
つの運営方針を記載しています。

＋
行
財
政
分
野

＋
行
財
政
分
野

5   2025.4

　
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
へ
の
愛
着
度
や

今
後
の
定
住
意
向
を
は
じ
め
、
市
の
各
分

野
に
関
す
る
満
足
度
と
重
要
度
な
ど
を
調

査
す
る
た
め
、
五
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
か

ら
多
く
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
、
18
歳
以

上
の
市
民
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
加
え
、
中
高
生
や
市
外
居
住
者
か
ら

も
意
見
を
募
り
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
市
の
政
策
全
体
に
お
け

る
満
足
度
指
数
は
、
十
分
な
水
準
に
達
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く

り
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
市
民
満
足
度
の
向
上
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
へ
の
愛
着
と
定
住
意
向
を
維

持
し
、
全
分
野
に
お
い
て
施
策
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
、
今
回
の
12
分

野
の
政
策
と
、
政
策
を
進
め
る
た
め
の
基

礎
と
な
る
行
財
政
分
野
の
方
針
の
拡
充
を

通
し
て
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
、

よ
り
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
、
こ
の
後

期
基
本
計
画
を
軸
に
、
限
ら
れ
た
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
や
市
全
体
の
市
民
満
足
度
、
魅
力

の
向
上
な
ど
を
目
指
し
、
よ
り
良
い
ま
ち

の
未
来
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

※未来のまちづくりアンケート（対象：どなたでも、設問：どのようなまちであれば住みたい、住み続けたいと思いますか）から

住宅や道路、公共交通が整

備された便利で快適なまち医療や福祉の充実したまち 防災・防犯・交通安全

などの体制が整った

安心して暮らせるまち

第

第第
位

位 位

アンケート調査から見えたまちに求めていること

計画策定にあたり実施した五つのアンケート調査

12 3
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
第
６
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
政
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
の
課
題
と
未
来

32
1

わたしのまちの計画書。

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
第
６
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
政
策
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
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生涯健康で、元気に生きる！

みんなで一歩を踏み出そう！

安心してこどもを産み、
育てることができる！

地域の魅力をアップデート！

女性や若者が輝き、スポット
ライトが当たるまち！

生涯学習、文化、スポーツを生か
して、未来を担うひとを育む！

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

めざす姿

施　策

施　策

めざす姿

めざす姿

施　策

施　策

めざす姿

めざす姿

施　策

施　策

女性活躍 / 若者活躍

生涯学習 / 文化 / スポーツ

子育て支援 / 児童発達支援 / 保育

市民活動 / 移住・定住 / 公共交通

健康 / 医療

多文化共生

めざす姿

心と体の健康を図り、
生涯元気なまち

お互いを理解し、ダイバーシティ
を生かした魅力あるまち

家族で一緒に過ごす時間を
大切にできるまち

10 年先を見据えた
まちづくり

女性や若者が輝き、自分らしく
生きられるまち

すべての市民が主体的に学び、
人と関わることができるまち

わたしたちのまち　　　 の政策

● 政　　策
目的や効果などによって分野ごとに整理した、基礎自
治体としての美濃加茂市が担う、まちづくりの方針で
す。

● 施　　策
　政策の目指す姿を実現するための策を示したものです。

●まちづくり宣言、めざす姿
政策において目指す、将来（5 年後）のまちの姿です。

健康な

思いやりの心
他者への関心

豊かな心
チャレンジ精神

※ 12 の政策がどの「健康」に当てはまるかを表しています

全世代の健康増進
健康寿命の延伸
予防医療の推進

生涯元気

成長する産業
自然との調和

安心安全なまち
健全な行財政

心 体 社会
健康な 健康な

解　説

第 6 次総合計画後期基本
計画は右の二次元コード
からご確認いただけます。

第 6 次総合計画後期基本
計画は右の二次元コード
からご確認いただけます。
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　第６次総合計画後期基本計画では、市が担う全ての行政分野において、未来を見据え 、今、新
たな一歩を踏み出して、この５年間に成し遂げるべき施策や取り組みを政策ごとにまとめました。
また、孫子の代まで住み続けられるまちの礎を築くため、あらゆる政策を支える持続可能な行財
政運営の方針も掲げています。
　一人一人のお力、美濃加茂市の豊かな資源を最大限に生かし、最新のデジタル技術を活用しな
がら、日々大きく変わる社会情勢に対応し、「木曽の流れのようにひらけゆく美濃加茂市」を実
現すべく、市民の皆さまとともにまちづくりを進めます。
　５年後に目指すまちの姿は、現場からのボトムアップによる提案やデータ分析に
基づいて描いており、総合計画には、その内容が詳細に記載されています。
　次のページで紹介している「令和 7 年度予算」も、今回の計画をもとに
計上したものとなりますので、計画と併せて、予算もご覧ください。

美濃加茂市長

豊かな自然と快適な生活環境を
未来へつなぐ！

みんなが支え合い、ともに
歩む福祉のまちづくり！

自分が思い描く幸せな未来を
創造していくこどもを育む！

もしものとき、
生き残るために！

活力と “ 豊かさ ” あふれるまち！

未来を見据えた暮らしやすい
街をつくる！

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

まちづくり宣言

めざす姿

施　策

施　策

めざす姿

めざす姿

施　策

施　策

めざす姿

商工・消費生活相談 / 観光 / 農業 / 里山

都市計画・都市整備 / 道路・公園・河川 / 上下水道

地域福祉・児童福祉 / 障がい福祉 / 高齢者福祉・介護
国民健康保険・後期高齢者医療保険 / 住民情報・戸籍

防災・減災 / 消防・防犯・交通安全

児童生徒育成 / 教育環境

環境保全 / 生活環境

めざす姿

施　策

施　策

めざす姿

学校・家庭・地域社会が力を合わ
せて、多様な学びを支えるまち

身近な自然に親しみを感じ、自然を
楽しみながら暮らすことができるまち

だれもが地域社会のなかでともに
暮らしていくことができるまち

自助、互助、共助を意識して生き
延びる力を身に付けられるまち

付加価値を高め、つくる楽しみと
生きがいを感じるまち

恵まれた立地の特性を生かした
便利で快適、災害に強いまち

第 6 次総合計画では、基本構想「ウォーカブルシティミノカモ～すべての健康のため
に歩き続けるまち～」を掲げ、健康な心、体、社会の実現を目指しています。
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予算令和7年度

市
は
、
50
年
、
１
０
０
年
先
を

見
据
え
、
「
孫
子
の
代
ま
で
住
み
続

け
た
い
ま
ち
の
実
現
」
を
経
営
理

念
に
、
「
一
歩
踏
み
出
し
、
市
民
一

人
ひ
と
り
を
人
と
未
来
と
世
界
に

繋つ
な

ぐ
」
を
経
営
方
針
に
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
実
現
に
向
け
て
、
令

和
７
年
度
は
「
魅
力
あ
ふ
れ
る

教

育
」
、
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

子
育
て
」
、

「
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
」
、

「
便
利
あ
ふ
れ
る

Ｄ
Ｘ
」
の
四
つ

の
重
点
方
針
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
本
号
特
集
01
で
掲

載
し
て
い
る
「
第
６
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
」
を
は
じ
め
、
令

和
７
年
度
は
複
数
の
重
要
な
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
も
引
き
続
き
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
老
朽
化
し

て
い
る
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
工

事
や
保
育
施
設
整
備
に
対
す
る
補

助
、
児
童
手
当
の
制
度
改
正
に
係

る
社
会
保
障
関
係
費
な
ど
の
増
加

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
11
．
９
％

増
の
２
６
６
億
３
，
０
０
０
万
円
と

な
り
、
過
去
最
大
規
模
の
予
算
と

な
り
ま
し
た
。

問財政課財政係　☎内線４３４

会　　計　　名 令 和 ７ 年 度 令 和 ６ 年 度 差 引 増 減 額 増 減 率

一　般　会　計 ２６６億３，０００ ２３８億０，０００ ２８億３，０００ １１．９％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 会 計 ５０億０，７１５ ５１億２，６１６ △ １億１，９０２ △ ２．３％

介 護 保 険 会 計 ４３億１，５６８ ４１億５，１２６ １億６，４４２ ４．０％

後 期 高 齢 者 医 療 会 計 ９億０，６４３ ８億５，６５０ ４，９９３ ５．８％

介 護 認 定 ・ 障 が い 者
自 立 支 援 認 定 審 査 会 会 計

４，４０２ ４，６４６ △ ２４４ △ ５．３％

古 井 財 産 区 会 計 ２２９ ２３６ △ ７ △ ２．８％

山 之 上 財 産 区 会 計 １５４ ２２２ △ ６８ △ ３０．６％

計 １０２億７，７１１ １０１億８，４９６ ９，２１５ ０．９％

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 ２１億９，２０６ ２３億６，１９０ △ １億６，９８４ △ ７．２％

下 水 道 事 業 会 計 ４５億０，０４４ ４４億１，５３２ ８，５１２ １．９％

計 ６６億９，２５０ ６７億７，７２２ ▲ ８，４７２ ▲ １．３％

合 計 ４３５億９，９６１ ４０７億６，２１８ ２８億３，７４３ ７．０％

※特別会計とは一般会計と分けて設置する特定の事業に関する会計です

（単位：万円）■ 一般会計、特別会計、企業会計の各予算と前年度からの増減率

※企業会計とは使用料などの収入で運営する会計です

※金額は千円単位を四捨五入、増減率は小数点第２位を四捨五入しているため、合計と一致しないことがあります

過
去
最
大
規
模

令和７年度末の市債残高は２８９億９，９３５万

円、公債費は３２億２，７１６万円となる見通し

です。今後も財政需要増加が見込まれる中で、

必要な投資を行いながら、市債残高の削減に努

め、健全な財政運営を目指します。

※市債残高は、一般会計と水道事業会計、下水道事業
会計の合計です

■ 市債残高の状況について

313.8億円

299.5億円
293.8億円

290.0億円

34.4億円 34.3億円

33.7億円
33.1億円

327.6億円

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

市
債
残
高（
億
円
）

公
債
費（
億
円
）

32.3億円

市債残高

0

10

20

30

40

290

270

310

330

350

公債費

特集
02
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■ 自主財源
市税や施設使用料など市が自主的に収入できるお金

市　　税 … 市民税や固定資産税、軽自動車税など
繰 入 金 … 積立している基金を取り崩したお金
諸 収 入 … 預金利子やその他の収入
寄 附 金 … 市民などから受ける金銭による寄付
繰 越 金 … 前年度から繰り越したお金

■ 依存財源
国や県の補助金など市が自主的に収入できないお金

国庫支出金 … 国の負担金や補助金
地方交付税 … 市の財政状況に応じて国から交付されるお金
県支出金 … 県の負担金や補助金
地方消費税交付金 …

国に納めた消費税のうち地方に交付されるお金
市　　債 … 建設事業などを行うために借りるお金

■ 目的別歳出
市の歳出予算を、目的別 ( 議会費・総務費・民生費・
衛生費・農林業費・商工費・土木費・消防費・教育費・
公債費など）に分類することで、行政サービスの
水準や特色などを知ることができる

民 生 費 … 各福祉事業を行うためのお金
総 務 費 … まちづくりや一般事務などに使うお金
教 育 費 … 学校教育や生涯学習などに使うお金
土 木 費 … 道路や公園などに使うお金
衛 生 費 … 健康管理事業やごみ処理などに使うお金
公 債 費 … 借入金の返済や利息を支払うお金
商 工 費 … 観光や商工業の振興に使うお金
消 防 費 … 消防施設や消防団の運営に使うお金
農林業費 … 農業や林業の振興に使うお金
議 会 費 … 市議会の運営に使うお金

その他  6億6,232万円（2.5%）

繰入金
16億3,327万円

（6.1%）

自主財源
（51.0%）

依存財源
（49.0%）

諸収入
7億1,725万円（2.7%）寄附金

7億円（2.6%）
繰越金
5億5,000万円（2.1%）

その他
4億9,779万円

（1.9%）

市債
14億2,590万円

（5.4%）

県支出金
19億9,528万円

（7.5%）

地方消費税
交付金
15億2,000万円

（5.7%）

市税
94億8,912万円

（35.6%）

国庫支出金
45億8,905万円

（17.2%）

地方交付税
28億5,000万円

（10.7%）

歳入

266  億円.3

一般会計予算の歳入

　歳入は、市税、地方交付税などの基幹とな

る収入について、制度改正や景気動向などに

配慮し予算計上しました。自主財源は、市税

では、個人住民税と法人市民税の増加を見込

み、全体で前年度から１０億０，１７９万円増の

１３５億８，７４４万円となりました。依存財源

は、地方交付税では、普通交付税の増額を見込み

ました。また、児童手当制度の改正や、私立保

育園への補助事業に係る国庫補助金の増加によ

り、全体で前年度から１８億２，８２１万円増の

１３０億４，２５６万円となりました。

自主財源比率が減少

※金額は千円単位を四捨五入、割合は小数点第２位を四捨五入しています※金額は千円単位を四捨五入、割合は小数点第２位を四捨五入しています

一般会計予算の歳出

　歳出は、民生費が歳出全体の４０．２％を占

め、続いて総務費、教育費の順となっていま

す。民生費では、私立認定こども園の建設費用

に対する補助の増額などにより、前年度から

１５億８，３３６万円増の１０６億９，７１１万

円となりました。総務費は、国が進めるシステ

ムの標準化への移行により、前年度から３億１，

１２０万円増の３９億７，２６８万円となりまし

た。教育費は、みのかも文化の森の空調設備更新

工事などにより、前年度から１億６，８１６万円増

の３２億４，９０４万円となりました。

子育て経費やデジタル化に向けた経費が増加

その他 1,133万円（0.0%）

公債費
14億7,883万円

（5.6%）

商工費
10億1,770万円（3.8%）

消防費   9億0,921万円（3.4%）

農林業費   5億6,591万円（2.1%） 議会費   1億6,681万円（0.6%）

衛生費
17億2,918万円（6.5%）

民生費
106億9,711万円

（40.2%）

教育費
32億4,904万円

（12.2%） 総務費
39億7,268万円

（14.9%）

土木費
28億3,221万円

（10.6%）

歳出

266    億円.3

※グラフは目的別歳出を表したものです

用　語　解　説

［ 歳　出 ］ ［ 歳　入 ］
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経営方針に基づく   　　　　　　　　 の主な事業つの重点方針
市の経営理念および経営方針に基づき「魅力あふれる教育」、「笑顔あふれる子育て」、

「活気あふれるまちづくり」、「便利あふれる DX」を重点方針に掲げました。
ここでは、それぞれの重点方針における主な事業を紹介します。

陸上競技場がオープン

地域で支える部活動へ持続可能な環境を整備

こども・若者の居場所づくりを推進

01

02

魅力あふれる
教育

すべての市民が主体的に学び、主体的に人と関わることができる機会を創出します。
自然、文化、スポーツを活かした体験や多様な人々との交流を通じて、一人ひとりの
感性を磨き、豊かな情緒を育む魅力あふれる教育を進めます。

総事業費約１４億円の牧野ふれあい広場の供用を７月から開始します。広場には４００ｍトラック

等があり、大規模災害時には防災活動の拠点となります。

学校単位で行ってきた土日の活動を、継続的にスポーツ・文化活動に親しむ機会となるよう地域

全体でサポートしていきます。

悩みや不安を持った小中学生が安心して集える“場”や、中高生等の若者が自由に利用し活動で

きる“場”をつくります。

（競技場を管理運営する費用）

（部活動の地域展開に要する費用）

（居場所を運営する費用）

５，075万円

864万円

1，557万円

【 スポーツ振興課 】

【 教育総務課・学校教育課・スポーツ振興課 】

【 ひとづくり課・学校教育課 】

「１ゕ月児健康診査」費用の助成を開始

保育施設の整備で子育て環境を充実

道路へのカラー塗装など交通安全の確保

笑顔あふれる
子育て

家族で一緒に過ごす時間を大切にできるように、家庭と仕事の両立をサポートする子
育て支援サービスを整備し、子どもの成長にあわせた情報の提供と相談、支援を行い
ます。

子どもの発育状態の把握や、疾病などの早期発見につなげるため最大６，０００円を助成し、子育

て家庭を支援します。

令和８年度の開園に向けて、私立認定こども園（古井地区・下米田地区）の建設費用の一部を補

助します。

車両運転手への注意喚起を促すため、保育園や小中学校周辺の道路にカラー舗装を行うなど交通

安全対策を強化します。

（健診費用を助成する費用）

（カラー舗装等工事に要する費用）

（建設費を補助する費用）

256万円

8億6，031万円

4，680万円

【 健康課 】

【 こども未来課 】

【 土木課 】
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　令和７年度美濃加茂市当初予算の概要を紹介する冊子「見たい知りたい今年の

予算」では、この特集で紹介しきれなかった内容も掲載しています。ご覧になり

たい人は、市ホームページをご覧いただくか、直接財政課（市役所本館２階）へお

越しください。なお、右の二次元コードからも内容を確認することができます。

Information

令和 7 年度 美濃加茂市当初予算の概要版

「見たい知りたい今年の予算」を作成

今年の予算

美濃加茂市当初予算ガイドブック

過去最大の予算をデータで解説

重点方針や主な事業を紹介

令和７年度

見たい 知りたい

地域医療を支える医療従事者の確保

災害に備えた強固な防災整備

未来を見据えた住みやすい街づくり

活気あふれる
まちづくり

若者がまちの魅力を伝えたくなる、わくわくする仕掛けをつくります。地域資源を活
かした交流や都市機能を活用した街づくりを進めます。持続可能な地域経済の発展の
ため、美濃加茂産品の魅力向上と地域産業の未来を担う人材の確保を支援します。

高齢化社会が進行する中で、安定した地域医療体制確保のために看護学生への資金貸与を開始し

ます。

トイレカーの購入や地区防災備蓄倉庫（太田小学校、伊深小学校、西中学校、東中学校）・２カ

所の大型備蓄倉庫の新設で、もしもに備えたまちづくりを推進します。

新たな街づくりに向けてスカイロードインター線の着工とともに、駅南地区の再開発事業の事業

認可に向けたサポートを行います。

（看護学生へ修学資金を貸与する費用）

（工事費用と再開発事業を補助する費用）

（トイレカー購入と備蓄倉庫建設費用）

1，080 万円

1億 4，804 万円

2億 5，169 万円

【 健康課 】

【 防災安全課 】

【 土木課・都市計画課 】

証明書発行や事前予約の申請をオンライン化

市役所窓口の支払いにキャッシュレスを追加

ＡＩ活用であい愛バスの配車を最適化

便利あふれる
DX

デジタル技術を活用し、市民の大切な時間を節約できる市役所にします。オンライン
申請サービスやAIを活用した行政サービスを拡充し、市民の暮らしが、より豊かに
なる環境を整備します。

市が発行する各種証明書（住民票、所得証明書など）や予約サービス（一時預かり、運動体育教室など）

が、Ｌ
ラ イ ン

ＩＮＥから簡単に申請できるようになります。　　　　　　

現金での支払いに加えて、電子決済を可能にし、市役所窓口での利便性向上を図ります。

バス利用者の予約状況に応じて、ＡＩで最適なルートと時間を自動調整する、乗り合いバスの実証

実験を行います。

（サービスを利用するための費用）

（実証実験にかかる費用）

（キャッシュレス環境の整備費用）

498 万円

436 万円

３，969 万円

【 市民課・税務課・子育て支援課 など 】

【 市民課・税務課 など 】

【 まちづくり課 】

03

04 



12  2025.4

Information Board
美濃加茂市役所　☎0574-25-2111　 0574-25-3917
https://www.city.minokamo.lg.jp

成人健康診査（検診）が始まります

　4月21日㊊から「成人健康診査（検診）」が始まります。現在、申し込み調査をもとに、誕生月ごとに順次、
健診（検診）票と受診案内を郵送しています。お手元に届き次第、受診日時（受診期間）や受診方法を確認し、
健診（検診）票を記載して受診してください。なお、申し込み調査は2月から5月にかけて案内を送付しています。
申し込み期限を過ぎてしまった場合でも申し込みできますので、お問い合わせください。

●健診（検診）票の発送日程

●市で受けられる成人健康診査（検診）

※特定健康診査、ぎふ・すこやか健診、ぎふ・さわやか口腔健診は申し込みがなくても対象者全員に健診票
を送付します
※対象年齢の基準は、令和7年4月1日現在の年齢です（特定健康診査、ぎふ・すこやか健診、ぎふ・さわやか
口腔健診は、令和8年3月31日現在）

問健康課成人保健係　☎66-1365

誕生月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

発送予定日 4月上旬 4月下旬 5月上旬 5月下旬 6月上旬 6月下旬 7月上旬 7月下旬 8月上旬 8月下旬 9月上旬 9月下旬

健診（検診）名 対　象 自己負担額

が
ん
検
診

胃がん検診

40歳以上

1,000円

肺がん検診 500円

大腸がん検診 500円
※40歳の人は無料

婦
人
検
診

子宮頸
けい
がん検診 20歳以上の偶数年齢の女性 1,000円

※20歳・24歳の人は無料

乳がん検診 40歳以上の偶数年齢の女性 1,000円
※40歳の人は無料

骨粗しょう症検診 30、35、40、45、50、55、60、65、70歳の女性 1,000円

そ
の
他
の
健（
検
）診

30代健診 30～38歳の人 500円

特定健康診査 40～75歳で市の国民健康保険被保険者 500円

ぎふ・すこやか健診 後期高齢者医療制度被保険者の人
（76歳以上・65～75歳の一定の障がいがある人） 500円

肝炎ウイルス検診 39、44、49、54、59歳の人
※過去に、肝炎ウイルスの検査を受けた人は対象外です。 無　料

結核検診 64歳以上の人 無　料

前立腺がん検診 50歳以上の男性 500円

市民皆歯科健診 18～74歳の人 無　料

ぎふ・さわやか
口
こう
腔
くう
健診

後期高齢者医療制度被保険者の人
（76歳以上・65～75歳の一定の障がいがある人） 300円
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「清流の国ぎふ健康・スポーツポイント事業」の対象となる講座や
イベントには、右のようなマークを表示しています。詳細につい
ては、健康課（☎66-1365）へお問い合わせください。

年金保険料の納付を猶予するもの
で、対象者は毎年度申請が必要で
す。
●必要書類
・年金手帳または基礎年金番号通

知書もしくはマイナンバーが確
認できる書類

・学生証の写し（有効期限の表示
部分も必要）または在学証明書

（4月1日以降発行のもの）
・失業などを理由とする場合は、

雇用保険受給資格者証または離
職票の写し

●申請方法
　必要書類を持参し、直接美濃加

茂年金事務所または国保年金課
へ

※前年度に学生納付特例の承認を
受け、今年度も同じ大学などに
在学する人で、3月下旬から4月
上旬に日本年金機構からはがき
形式の申請書が届いた人は、必
要事項を記入して返送してくだ
さい

※国民年金保険料の未納や学生納
付特例の手続きが遅れると、障
害基礎年金などを受け取れない
ことがあります

■スマートフォンで電子申請する
ことができます
マイナンバーカードをお持ちの
場合は、スマートフォンを使っ
て、電子申請をすることができ
ます。右の二次元コ
ードからマイナポー
タルにアクセスし、
手続きを行ってください。
詳しくは、日本年金機構ホーム
ペ ー ジ（https://www.nenkin.
go.jp/tokusetsu/denshi_koku
nen.html）をご確認ください。

※初めてマイナポータルを利用す
る場合は利用者登録が必要です

問美濃加茂年金事務所
☎25-8181

問国保年金課高齢者医療年金係
☎内線223

行政情報
administrative information

ひとり親家庭 
入学祝品を贈呈
　ひとり親家庭でこの春、小中学
校に入学するお子さんを対象に祝
品（図書カード5,000円分）を贈り
ます。

●対　象　父子・母子家庭や両親
のいない家庭などで、小中学校
に新しく入学する子を養育して
いる人

●申　込　4月30日㊌までに、申
請書とひとり親家庭であること
が証明できる書類（戸籍謄本、児
童扶養手当証書など）を持参し、
直接または郵送（〒505-8606
太田町3431-1）もしくは市ホー
ムページに掲載している申請
フォームから必要事項を入力
し、福祉課へ

※郵送の場合は、4月30日㊌必着
で申請書とコピーした証書など
を送付してください

※申請書は福祉課にあるほか、市
ホームページからもダウンロー
ドできます

問福祉課児童福祉係　☎内線555

国民年金学生納付特例制度

　今年度の学生納付特例申請の受
け付けが始まりました。
　この制度は、大学や各種学校な
どに1年以上在籍する20歳以上の
学生で、本人の前年所得が一定以
下の人に対し、在学期間中の国民

広報みのかもは毎月10日を発行基準日としています
　毎月発行する広報紙「広報みのかも」は、毎月10日を発行基準日とし
ています。これは、広報紙内に掲載している情報を「発行月の10日以降
の情報」に制限しているためであり、掲載情報の基準日として裏表紙の
帯部分に明記しています。
　こうしたことから、各自治会役員の皆さんには、広報紙が各連絡所へ
納品された日から発行基準日となる毎月10日までに、配布を完了して
いただくようお願いをしています。
　そのため、地区や自治会によって広報紙
の届く時期が異なりますが、各自治会役員
の皆さんのご協力により配布いただいてい
ることをご理解いただきますよう、お願い
いたします。

問秘書広報課広報係　☎内線239
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令和7年度軽自動車税種別割の減免申請を受け付けます
　4月1日現在、身体に障がいのある人などが所有している軽自動車などで、次の要件に該当する場合につい
て、軽自動車税種別割を減免します。

●と　き　4月10日㊍～6月2日㊊ ●ところ　税務課（市役所西館2階）
●対　象
①身体障害者手帳または戦傷病者手帳の交付を受けている人
②精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人（障がいの程度が「1級」の人）
③療育手帳の交付を受けている人（障がいの程度が「A」「A1」または「A2」の人）
④身体障がい者自身が利用するための構造の車両（8ナンバーのもの）
⑤NPO法人が定款に定める目的のために使用する車両

※対象の④⑤については必要な書類が異なり、申請に必要な証明書も障がいの内容により証明書発行機関が
異なるため、事前にご相談ください

※独居などの身体障がい者・知的障がい者・精神障がい者が所有する軽自動車を、常時介護する人が運転す
る場合はお問い合わせください

※障がいの程度によっては、対象にならない場合があります
※障がい者自身が福祉施設へ入所、または病院に長期入院している場合、減免は受けられません
※福祉課で移動支援券の交付を受けている人は、減免を受けられません
●減免台数　原動機付自転車、小型特殊自動車、軽自動車または二輪の小型自動車のうち1台
※普通自動車で減免を受ける場合、軽自動車では減免を受けられません
●申請に必要なもの
①身体障害者手帳、戦傷病者手帳、精神障害者保健福祉手帳または療育手帳のいずれか
②運転免許証
③車検証
④生計同一証明書（運転者が生計を同じくする人で、同一世帯の確認がとれない場合）
⑤常時介護証明書（運転者が身体障がい者などでのみ構成される世帯を常時介護している場合）

問税務課市民税係　☎内線212

対　象 所有者 運転者 使用目的

18歳以上で、上の①に該当する人 本　人 本　人 主に、本人の日常生活に使用

生計を同じにする人 主に、本人の日常生活の移動手段として
通学、通院、通所または仕事のために使用18歳未満で、上の①に該当する人 本人または 

生計を同じにする人

上の②または③に該当する人 本人または 
生計を同じにする人

本　人 主に、本人の日常生活に使用

生計を同じにする人 主に、本人の日常生活の移動手段として
通学、通院、通所または仕事のために使用
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　延長は2m以上あるもの
・ブロック塀などの高さがその敷

地と公衆用道路または公共施設
などの接する部分から塀までの
距離より大きいもの

●補助対象工事
・ブロック塀などの基礎を含む全

てまたは一部を取り除く工事
※一部を取り除く場合は、ブロッ

ク塀などの高さを敷地面高60
cm以下とします

※建築基準法第42条第2項に規定
する道路に面するものは基礎を
含む全てを取り除く必要があり
ます

・ブロック塀などの所有者が発注
する撤去工事

・申請した日の属する年度の2月

14日までに完了する撤去工事
●補助額

撤去するブロック塀などの工事
費の2分の1以内の額（1件当た
り15万円が限度）

●募　集　2件
●申　込

工事を契約する14日前までに
都市計画課窓口にある申請書に
必要事項を記入の上、必要書類
を添えて都市計画課へ

※申請書は市ホームページからも
ダウンロードできます

※申請期限は4月1日㊋から受け
付けし、募集件数に達し次第、締
め切ります

問都市計画課住宅政策係
☎内線259

行政情報
administrative information

全国大会に出場する個人や団体に 
祝金を交付
　市の文化・スポーツ活動の振興
および活性化を図るため、全国規
模以上の大会に出場する個人また
は団体に祝金を交付します。

●対　象
市内在住、通勤、通学の人また
は本拠地を置いている団体

●申　込
大会開催前に、プラザちゅうた
いまたはかも～る（文化会館）へ

※詳細は、プラザちゅうたいまた
はかも～るへお問い合わせいた
だくか、市ホームページに掲載
している「美濃加茂市文化・ス
ポーツ大会出場祝金交付要綱」
をご確認ください

問プラザちゅうたい　☎26−3241
問かも～る　☎25−1108

ブロック塀などの 
撤去工事費用を補助
　震災時におけるブロック塀など
の倒壊防止を目的に、撤去費用の
一部を補助します。
●補助対象

以下の要件全てに該当するもの
・市内にあるブロック塀など
・公衆用道路または公共施設など

に面しているブロック塀など
・撤去しようとするブロック塀な

どの高さが敷地面高60cm以上、

ひとり暮らし高齢者は助成（ごみ袋）を受けられます
　ひとり暮らし高齢者で、対象となる人は申請することにより、ごみ袋
などの助成を受けることができます。

●助成内容　次のごみ袋などを9月末（前期分）と3月末（後期分）の年2回
郵送（一般廃棄物処理手数料減免）

・可燃物　30枚　　・資源物　6枚　　・不燃物　3枚
・粗大ごみシール　1枚
※年度途中で申請した場合は、月割計算した枚数になります
●対　象　市内に住所を有し、該当年度分の市民税が課されない満65

歳以上のひとり暮らしの人
※住民票上も実態も独居であり、同一敷地内または隣・向かいなどに親

族がいないこと
●申　込　4月1日㊋から「一般廃棄物処理手数料減免申請書」に必要事

項を記入し、直接または郵送（〒505−8606　太田町3431−1）で高
齢福祉課へ（申請書は市ホームページからもダウンロードできます

※上下水道料金・し尿取り扱い料金などの助成については、令和7年度
から、申請時期が7月になりましたのでご注意ください。詳細は、今
後の広報紙や市ホームページでお知らせします

問高齢福祉課高齢福祉係　☎内線505
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募集
invite information

ひとり親家庭 
学習支援教室利用者を募集
　学習支援ボランティアと一緒に
学習習慣を身に付け、学習意欲の
向上を目指します。

●と　き　5月9日から翌年3月ま
での㊎および㊏（㊗や年末年始
は除く）

・㊎：午後5時30分～7時30分（全
38回程度）

・㊏：午後1時30分～4時（全37回
程度）

※土曜日は中学生が対象です
●ところ　総合福祉会館
●対　象

市内在住で、ひとり親家庭など
の小学4年生から中学生まで

●定　員
・小学生…10人
・中学生…30人
●利用料　無　料
●申　込

4月25日㊎までに、社会福祉協
議会または福祉課にある申請書
に必要事項を記入し、ひとり親

であることがわかる書類（児童
扶養手当証書など）を持参して
直接社会福祉協議会へ

※申請書は、市ホームページから
もダウンロードできます

※教科書やノート、筆記用具など、
学習に必要なものは各自で準備
してください

※申し込み多数の場合は、小中学
生ともに高学年の児童を優先的
に審査します

※教室までの送迎は保護者でお願
いします

問社会福祉協議会　☎28−6111
問福祉課児童福祉係　☎内線557

市民の生命と財産を守る美濃加茂市消防団　令和7年度の新体制が決まりました（敬称略）

※機能別分団とは、演奏会や広報活動を通して防火防災の啓発活動を主に行う分団です

問防災安全課消防交通係　☎内線277

団　長

五
ご
藤
とう
　元

もと
康
やす

副団長

大
おお
塚
つか
　雅

まさ
之
ゆき

副団長

伊
い
藤
とう
　元

もと
一
かず

副団長

朝
あさ
日
ひ
　郁

いく
生
お

第1分団長

小
お
川
がわ
大
だい
希
き

（太田）

機能別分団長

加
か
藤
とう
優
ゆう
子
こ

（新任）

第8分団長

吉
よし
川
かわ

修
しゅう
平
へい

（下米田）

第6分団長

長
は
谷
せ
部
べ
健
けん
也
や

（伊深・三和／新任）

第5分団長

佐
さ　さ　き
々木　顕

けん

（加茂野）

第4分団長

小
お
関
ぜき

淳
じゅん
也
や

（蜂屋）

第3分団長第2分団長

日
ひ
比
び
野
の
公
きみ
哉
や

（古井）
山
やま
田
だ
裕
ゆう
一
いち
朗
ろう

（山之上／新任）

紙面に掲載している行事や講座などは、手話通訳者や要約筆記者などの派遣制度を利用できます。派遣
を希望する人は、開催日の1週間前までに福祉課（☎内線326　 66−1097）へお申し込みください。ま
た、 、 、 の表示がある行事は主催者側で情報保障を準備していますので、申し込みは不要です。
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ひとり親家庭・障がいのある人は助成などを受けられます
　対象となる人は、申請手続きにより次の種類の助成などを受けることができます。

※認定要件を失った場合は、その失った事由が発生した日の属する月までが支給対象となります
●対　象

市内に住所を有し、該当年度分の市民税が課されない世帯で次のいずれかの要件を満たす人
①ひとり親…母子および父子ならびに寡婦福祉法における児童を養育している世帯
②障がい者…身体障害者手帳1級、2級、療育手帳A1、A2、または精神障害者保健福祉手帳1級を所持する人

が同居する世帯
●申　込

4月1日㊋から、福祉課の窓口にある各申請用紙に必要事項を記載し、直接または郵送（〒505−8606　太
田町3431−1）で福祉課へ

※申請用紙は市ホームページからもダウンロードできます

問①福祉課児童福祉係　☎内線555
問②福祉課障がい福祉係　☎内線325

種　類 対　象 内　容 申請手続き 備　考

一般廃棄物処理
手数料減免

ひとり親
（児童福祉係）

次のごみ袋などを9月（前期分）と3月（後期
分）の年2回、窓口で交付します
・可燃物…60枚　・資源物…6枚
・不燃物…  3枚　・粗大ごみシール…2枚
※世帯の人数により可燃物の枚数は変わり

ます
一般廃棄物処理手数
料減免申請書の提出

※年度途中での申請は
月割計算した枚数に
なります

※枚数などについて
は、各対象者の状況
により変わります

障がい者
（障がい福祉係）

次のごみ袋などを9月末（前期分）と3月末
（後期分）の年2回、郵送します
・可燃物…50枚　・資源物…6枚
・不燃物…  3枚　・粗大ごみシール…1枚

し尿取扱料金助成

ひとり親
（児童福祉係）

助成券6枚を9月末（前期分）と3月末（後期
分）の年2回、郵送します 助成申請書の提出

障がい者
（障がい福祉係）

下水道使用料及び
農業集落排水処理
施設使用料助成

ひとり親
（児童福祉係）

9月（前期分）と3月（後期分）の年2回、指定
の口座に助成対象額を振り込みます
※助成額：月額500円×対象月数

・助成申請書の提出
・本人名義の銀行口

座通帳の写し提出

※年度途中での申請は
対象月数をかけた金
額になります

障がい者
（障がい福祉係）
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2026年みのかも成人式 
実行委員を募集
　令和8年1月に「2026年みのか
も成人式」を開催します。実行委
員になって、記念になる成人式を
自分たちの手で作り上げませんか。
●内　容

成人式の企画・運営、ステージ
企画への参加など

●対　象
平成17年4月2日から平成18年
4月1日までに生まれた人

●定　員　15人程度
●申　込

直接または電話で、みのかも成
人式実行委員会事務局へ

問みのかも成人式実行委員会事務
局（ひとづくり課内）
☎25−4141

講座
lecture information

マタニティクラス

健やかなマタニティライフを過
ごすため、仲間と一緒に妊娠・出
産・育児について学ぶ教室です。
●と　き　4月22日㊋

午前10時～11時30分
●ところ　保健センター
●内　容

出産についての講話・交流会
※助産師への個別相談も可能です
●対　象

市内在住で妊娠している人
●申　込　4月19日㊏までに、右

の二次元コードから
必要事項を入力し、
健康課へ

問健康課母子保健係　☎25−4145

もうすぐパパ・ママ教室

　パパ・ママになる人を対象に、
実習・体験を中心とした教室を開
催します。
●と　き

①4月20日㊐、②4月24日㊍
いずれも　午前9時～11時
●ところ　保健センター
●内　容　妊婦体験、沐

もく
浴
よく

体験、
交流会など

●対　象　市内在住の夫婦で、妊
娠26週以降の人

●定　員　各回8組（先着順）
●参加料　無　料
●申　込　①は4月17日㊍までに、 

②は4月21日㊊まで
に、右の二次元コー
ドから必要事項を入
力し、健康課へ

問健康課母子保健係　☎25−4145

認知症予防講座 
脳も喜ぶ認知症予防
　認知症について学び、認知症予
防となる回想法（懐かしい写真・
物を振り返り、昔の経験や思い出
を語り合う一種の心理療法）を実
際に体験してみませんか。
●と　き　4月24日㊍

午後1時30分～2時30分
●ところ

生涯学習センター 203号室
●内　容　認知症講話「認知症っ

てなに？」、回想法の体験
●定　員　20人（先着順）
※最小催行人数は5人です
●参加料　無　料
●申　込

4月23日㊌までに、直接または
電話で高齢福祉課へ

問高齢福祉課地域包括ケア推進係
☎内線501

～100歳まで元気でいたい人この指とまれ～ 
元気なうちから介護予防教室を開催します
　いつまでも、元気で、はつらつとした生活を送るため今注目の「フレ
イル（健康な状態と要介護状態の中間の段階）」予防について、専門の先
生と手軽な運動や頭の体操などを交えて楽しく学ぶ教室です。
●と　き　4月30日㊌　午後1時30分～3時
●ところ　生涯学習センター 201集会室
●内　容　認知機能や運動機能向上のための講話と運動
●講　師　森

もり
藤
ふじ

豊
ゆたか

さん（のぞみの丘ホスピタル医師）、中
なか

津
つ

智
とも

広
ひろ

さん
（のぞみの丘ホスピタル理学療法士）、小

こば
林
やし

友
とも

美
み

さん（のぞみの丘ホ
スピタル看護師）

●対　象
市内在住で認知機能や運動機能向上に関心のある65歳以上の人

●定　員　25人（先着順）　　 ●参加料　無　料
●持ち物　飲み物、動きやすい服装や靴
●申　込　4月28日㊊までに、電話または右の二次元コード

から必要事項を入力し、高齢福祉課へ

問高齢福祉課地域包括ケア推進係　☎内線502

紙面に掲載している行事や講座などは、手話通訳者や要約筆記者などの派遣制度を利用できます。派遣
を希望する人は、開催日の1週間前までに福祉課（☎内線326　 66−1097）へお申し込みください。ま
た、 、 、 の表示がある行事は主催者側で情報保障を準備していますので、申し込みは不要です。
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「清流の国ぎふ健康・スポーツポイント事業」の対象となる講座や
イベントには、右のようなマークを表示しています。詳細につい
ては、健康課（☎66-1365）へお問い合わせください。

募集
invite information

健康づくり推進協議会 
委員を募集
　市民の皆さんのご意見やご提案
などを健康づくり施策に広く反映
させるため、健康づくり推進協議
会の委員を募集します。
●任　期

委嘱から令和9年3月31日まで
の約2年間

●対　象
市内在住の18歳以上で次の全
てに該当する人

・平日の日中に開催する会議に参
加できる人

・地域における健康づくりに関心
のある人

●募　集　2人程度
●申　込

4月10日㊍から24日㊍までに、
必要事項（住所、氏名、性別、
生年月日、年齢、電話番号、関
心のある健康づくりのテーマ）
を任意の様式に記載し、直接健
康課へ

※書類選考および面接を行います
問健康課成人保健係　☎66−1365

清潔で美しいまちづくりを推進 
環境美化推進委員を募集
　市内の環境美化を推進し、清潔
で美しいまちづくりを推進するこ
とを目標とした「美濃加茂市ポイ
捨て等防止条例」に基づき、環境
美化推進員を募集します。
●任　期

委嘱から令和9年3月31日まで
の約2年間

●内　容
市が行うポイ捨てなどの防止の

ための啓発活動をはじめ、地域
の巡回や市への通報およびそれ
に伴う毎月の報告書の提出

●募　集　3人程度
●対　象

市内在住の18歳以上で、環境美
化の仕事に熱意を持ち、次の全
てに該当する人

・市内に精通した人
・定期的に巡回活動ができる人
●報　酬　24,000円／年
●申　込

4月25日㊎までに、直接または
電話で環境課へ

問環境課市民生活係　☎内線303

美濃加茂ジュニアリーダーズクラブ 
新メンバーを募集
　地域活動のサポートやイベント
の企画運営を実施する「ジュニア
リーダーズクラブ」。学校生活と
は違った活動を通して、新しい自
分や仲間を見つけませんか。
●活動内容
・子ども会や市内行事などでのレ

クリエーション指導、バルーン
アートの制作

・小学生対象のキャンプやクリス
マス会の企画・運営

・県内外で開催される各種研修会
への参加

・毎月の定例会への参加
●対　象

市内在住、在学の小学5～6年
生、中学生、高校生

●申　込
直接または電話で、市子ども会
育成連絡協議会事務局へ

問市子ども会育成連絡協議会事務
局（ひとづくり課内）
☎25−4141

オーストラリアで短期留学
姉妹都市交流派遣生を募集
　美濃加茂市の姉妹都市に短期留
学してみませんか。
●と　き

7月28日㊊から8月8日㊎まで
の12日間（予定）

●ところ
オーストラリア・ニューサウス
ウェールズ州・ダボリージョン

●対　象
中学2年生から高校3年生まで
の人（中学生は市内在住、高校
生は市内在住または在学である
こと）

※4月26日㊏の午後7時から生涯
学習センター404号室で事前説
明会を開催します

●定　員　8人
●選　考

書類審査、作文、面接など
※5月25日㊐に選考会を行います
●参加料　20万円程度
※為替変動により参加料を変更す

ることがあります
●申　込　5月19日㊊までに、美

濃加茂国際交流協会のホーム
ページ（http://miea-jp.com/）
にある申込書に必要事項を入力
し、メールまたは郵送で美濃加
茂国際交流協会へ

※申込書は美濃加茂国際交流協会
の窓口でも配布しています

※派遣団を引率する大人（若干名）
も5月12日㊊まで募集していま
す。詳細は美濃加茂国際交流協
会へお問い合わせください

問NPO法人美濃加茂国際交流協会
☎28−3822

問まちづくり課多文化共生係
☎42−6262
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アートな1日講座
陶芸でつくる器
　手びねりの技法または、ろくろ
を使って、簡単な器をつくります。
出来上がった作品は、後日お渡し
します（送付の場合は有料です）。
●と　き　5月25日㊐
・午後1時～2時30分
・午後3時～4時30分
※どちらも内容は同じです
●ところ

みのかも文化の森 陶芸室
●定　員　各回12人

●参加料　1,000円
●持ち物　エプロン、タオル
●申　込

4月15日㊋から27日㊐までに、
直接またはメール（みのかも文
化の森ホームページ講座申込専
用フォーム）、はがき（必着）に
参加者の住所、氏名、電話番号、
講座名、希望時間帯を記入し、
みのかも文化の森へ

※応募者多数の場合は抽選になり
ます

問みのかも文化の森　☎28−1110

イベント
event information

アートギャラリー

気軽に立ち寄れる展示場です。
●ところ　シティプラザ（シティ

ホテル美濃加茂内1階）
●出　展　市文芸連盟
●作　品　自在俳句会・さかはふ

り俳句会
●入場料　無　料
問みのかも文化の森　☎28−1110

森の朗読会

　市民の皆さんによる朗読会です。

●と　き
4月19日㊏　午後2時～3時

●ところ
みのかも文化の森 緑のホール

●作　品　『サードライフ』新
にい

津
つ

きよみ／作
●定　員　113人
●入場料　無　料
問みのかも文化の森　☎28−1110

収蔵品展 
ていねいな暮らしと道具展
　かつての暮らしの中で使われて
きた道具を中心に、昔の暮らしと
その移り変わりを紹介します。
●と　き

4月19日㊏～9月7日㊐
●ところ

みのかも文化の森 民具展示館
●観覧料　無　料
問みのかも文化の森　☎28−1110

みのかも定住自立圏事業 
坂祝町と共同でイベントと講座を開催します
　美濃加茂市と加茂郡町村は、住み続けたいまち、住んでみたいまちを
合言葉に、さまざまな事業に取り組む「みのかも定住自立圏」を形成して
います。今回は、美濃加茂市と坂祝町と共同で図書館イベントを開催し
ます。

■絵本×大道芸ライブ
大道芸人のオマールえびさんによる、絵本と大道芸

を組み合わせたダイナミックでコミカルなパフォーマ
ンスで、子どもから大人まで、一緒に楽しい時間を過
ごしましょう。
●と　き　5月6日 振休 　午前10時30分～11時30分
●ところ　東図書館2階 視聴覚ホール
●対　象　どなたでも ●参加料　無　料 ●申　込　不　要

■同日開催　誰かに絵本を読んであげたくなるよみきかせ講座
絵本の楽しさを伝えるコツを、読み聞かせの実演を交えて学びます。

親子での参加もお待ちしています。
●と　き　5月6日 振休 　午後1時30分～3時
●ところ　東図書館2階 視聴覚ホール
●講　師　オマールえびさん ●対　象　読み聞かせに興味がある人
●定　員　50人（先着順）　　　　●参加料　無　料
●申　込　4月10日㊍から、直接または電話もしくは右の

二次元コードから必要事項を入力し、東図書館へ

問東図書館　☎26−3001

紙面に掲載している行事や講座などは、手話通訳者や要約筆記者などの派遣制度を利用できます。派遣
を希望する人は、開催日の1週間前までに福祉課（☎内線326　 66−1097）へお申し込みください。ま
た、 、 、 の表示がある行事は主催者側で情報保障を準備していますので、申し込みは不要です。
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「清流の国ぎふ健康・スポーツポイント事業」の対象となる講座や
イベントには、右のようなマークを表示しています。詳細につい
ては、健康課（☎66-1365）へお問い合わせください。

講座
lecture information

福祉会館の健康教室

　楽しく体を動かして健康づくり
をしましょう。
●とき・内容
・4月11日㊎　すこやかリズム体操
・4月15日㊋　ヨーガ教室
・4月23日㊌　音楽の広場
・4月28日㊊　中国の健康体操
・5月  1日㊍

レクリエーション教室
・5月  9日㊎　すこやかリズム体操
いずれも
　午後１時30分から1時間程度
●ところ

総合福祉会館 ふれあいホール
●対　象　市内に住所がある60歳

以上の人
●参加料　無　料
●申　込　不　要
問社会福祉協議会　☎28−6111
問福祉課地域福祉係　☎内線315

ビートボクシング教室

　ボクシングの動きを取り入れた
簡単な動作で、脂肪燃焼、シェイ
プアップを行うプログラムです。

●と　き　5月6日～27日までの
毎週㊋（5月6日は 振休 ですが開
催します）

いずれも
　午後7時から1時間程度
●ところ

プラザちゅうたい 小ホール

●対　象　16歳以上の人
●定　員　各回30人
●参加料　各回500円
●申　込　右の二次元

コード（市LINE公式
アカウント：イベン
ト）から必要事項を入力し、プ
ラザちゅうたいへ

問プラザちゅうたい　☎26−3241

ライフデザイン+
再就職のための座談会
　再就職を目指す人が、前向きな
気持ちで取り組んでいけるよう後
押しをします。
　雇用保険受給中の人は求職活動
実績の対象となります。
●と　き　5月13日㊋

午前10時30分～正午
●ところ　R

リ オ ラ
e:Ola（みのかも健康

プラザ内）

●テーマ
自分に向いている仕事ってなん
だろう？～適職診断付き～

●講　師　安
あん

藤
どう

　摩
ま

里
り

さん（一般
社団法人日本少子化対策ネット
ワーク代表理事）

●定　員　5人（先着順）
●受講料　無　料
●申　込　4月10日㊍から、直接

または電話もしくは本号30ペ
ージにある二次元コードから必
要事項を入力し、Re:Olaへ

※託児もあります
問Re:Ola　☎090−9022−2200
問ひとづくり課市民活躍推進係

☎内線358

四季を食べる講座　朴葉寿司
　この地域の郷土料理でもあり、この季節には馴染みの朴葉寿司。採れ
たての葉を使った、朴の葉が香るごちそうお寿司です。
●と　き　5月24日㊏

午前10時30分～午後1時30分
●ところ

みのかも文化の森 生活体験館
●定　員　15人
●参加料　500円
●持ち物　エプロン、三角巾
●申　込

4月8日㊋から22日㊋までに、直接またはメール（みのかも文化の森
ホームページ講座申込用フォーム）、はがき（必着）に参加者の住所、
氏名、電話番号、講座名を記入し、みのかも文化の森へ

※応募者多数の場合は抽選になります

問みのかも文化の森　☎28−1110
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企画展「みのかも地域文化資源のある暮らし」の関連企画を開催します
　本号裏表紙に掲載の企画展「みのかも地域文化資源のある暮らし」の関連企画です。まちの中にある「みのか
も地域文化資源」。私たちの暮らしやまちにこうした資源がもたらすさまざまな事柄を企画を通して考えます。

■ミュージアムフォーラム
　地域に所在する文化財（特に歴史資料・公文書）が直面する現状、これらを扱う要となる文化財保護行政や
関わり合う人々、「美濃加茂市文化財保存活用地域計画」の取り組みなどを考えます。
●と　き　5月17日㊏　午後1時30分～3時（受け付けは午後1時から）
●ところ　みのかも文化の森 研修室
●講　師　秋

あき
山
やま

晶
まさ

則
のり

さん（岐阜聖徳学園大学教授、美濃加茂市文化財保存活用地域計画協議会会長）
●参加料　無　料 ●申　込　当日、直接会場へ

■ミュージアムツアー
水彩画家の、のりづきとしおさんが描いた場所をバスで巡ります。

●と　き　5月11日㊐　午後1時～4時
●ところ　市　内
●定　員　15人 ●参加料　無　料
●申　込　4月1日㊋から15日㊋までに、直接またはメール（みのかも文化の森ホームページ講座申込専用

フォーム）、はがき（必着）に参加者の住所、氏名、電話番号、講座名を記入し、みのかも文化の森へ
※応募多数の場合は抽選となります

■「美濃伊深村の歴史と民俗」を読む会
　民俗学者の佐

さ
野
の

一
かず

彦
ひこ

さんが、昭和30～40年代に綴
つづ

った著作（「美濃伊深村の歴史と民俗」など）を実際に読ん
でみます。
●と　き　5月18日㊐　午後1時30分～3時30分
●ところ　みのかも文化の森
●定　員　15人 ●参加料　無　料
●申　込　4月8日㊋から22日㊋までに、直接またはメール（みのかも文化の森ホームページ講座申込専用

フォーム）、はがき（必着）に参加者の住所、氏名、電話番号、講座名を記入し、みのかも文化の森へ
※応募者多数の場合は抽選になります

■サイエンスカフェ「人と自然の関わり」
暮らしの中で「人と自然はどのように関わってきたのか」をテーマに語ります。

●と　き　5月24日㊏　午後2時～3時30分 ●ところ　みのかも文化の森 研修室
●講　師　村

むら
瀬
せ

正
まさ

成
なり

さん（NPO法人犬山里山学研究所理事長、美濃加茂自然史研究会会長）
●定　員　20人 ●参加料　600円
●申　込　4月15日㊋から5月5日㊗までに、直接またはメール（みのかも文化の森ホームページ講座申込専用

フォーム）、はがき（必着）に参加者の住所、氏名、電話番号、講座名を記入し、みのかも文化の森へ
※応募者多数の場合は抽選になります

問みのかも文化の森　☎28−1110

紙面に掲載している行事や講座などは、手話通訳者や要約筆記者などの派遣制度を利用できます。派遣
を希望する人は、開催日の1週間前までに福祉課（☎内線326　 66−1097）へお申し込みください。ま
た、 、 、 の表示がある行事は主催者側で情報保障を準備していますので、申し込みは不要です。
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「清流の国ぎふ健康・スポーツポイント事業」の対象となる講座や
イベントには、右のようなマークを表示しています。詳細につい
ては、健康課（☎66-1365）へお問い合わせください。

イベント
event information

年中行事　鯉のぼり立て

　鯉のぼりを立てます。
●と　き

4月27日㊐～5月5日㊗
●ところ

みのかも文化の森 生活体験館
●観覧料　無　料
問みのかも文化の森　☎28−1110

市社会教育視聴覚協議会 
土曜映画会
　大きなスクリーンで映画を見ま
せんか。誰でも気軽に参加できる
入場無料の映画会です。
　年間11回開催のうち五つスタ
ンプを集めるとプレゼントがあり
ます。
●と　き　4月26日㊏

午前9時45分～11時
●ところ

東図書館2階 視聴覚ホール
●映　画　『しっぺい太郎』、『天に

のぼった息子』ほか
※1回の参加につき一つのスタン

プです
問ひとづくり課市民活躍推進係

☎25−4141

太田宿中山道会館 
イワチドリ展

草丈10cm程度の桃紫色の花を
咲かせる多年草で、別名「渓谷の
妖精」と呼ばれているイワチドリ
を展示します。
　期間中はイワチドリの販売も行
います。
●と　き
・4月26日㊏

午前9時～午後4時

・4月27日㊐
午前9時～午後3時

いずれも
●ところ　太田宿中山道会館 多

目的ルーム
●観覧料　無　料
問太田宿中山道会館　☎23−2200
問商工観光課観光係

☎内線251

太田宿中山道会館 
セッコク展
　「長生蘭」の名で古典園芸植物と
して親しまれているセッコクを展
示します。
　期間中はセッコクの販売も行い
ます。
●と　き
・5月10日㊏

午前9時～午後4時
・5月11日㊐

午前9時～午後3時
いずれも
●ところ　太田宿中山道会館 多

目的ルーム
●観覧料　無　料
問太田宿中山道会館　☎23−2200
問商工観光課観光係

☎内線251

つみきマーケットin健康の森

　「子どもが主役」が合言葉に、コ
ミュニケーションやお金の大切さ
を学ぶキッズフリマを中心に、子
どもと一緒に大人もワクワク楽し
めるイベントです。
●と　き　4月27日㊐

午前10時～午後3時
●ところ　みのかも健康の森
●内　容　キッズフリーマーケッ

ト、飲食ブース、ワークショッ
プブース、ポン菓子の実演

●入場料　無　料
問みのかも健康の森　☎29−1108
問農林課里山再生係　☎内線335

クアオルト健康ウオーキング

自然を感じ、おしゃべりを楽し
みながら、体の変化と向き合い、
心身を整え、「無理をしない、が
んばらない」ウオーキングです。
●と　き
①4月12日㊏
②4月22日㊋
いずれも
　午前9時30分～午後0時30分
※集合時間は午前9時15分です
●ところ
①下米田さくらの森 休憩所
②みのかもヘルステックセンター
●コース
①下米田さくらの森コース
② 逍

しょう
遙
よう

こみちコース
●定　員　各回15人（先着順）
●参加料
・市内在住、在勤者…1回300円
・上記以外…1回500円
●持ち物

参加費、リュックサック、体温
調整をしやすい服、歩きやすい
靴（滑りにくいもの）、雨具（レ
インウエアなど）、飲み物、タ
オルなど

●申　込
①は4月10日㊍までに、②は4
月20日㊐までに、右
の二次元コードから
必要事項を入力し、
健康課へ

※詳しくは、右の二次
元コードから市公式
ホームページをご覧
ください

問健康課総務係　☎66−1360
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自衛隊学生モニターを募集

　高校生から大学生までの自衛隊
の活動にご協力いただける人に、
若者の視点から自衛隊や広報活動
への意見を聞き、今後の施策に反
映させていくことを目的とした制
度です。活動内容や活動期間、応
募資格など詳しくは右
の二次元コードからご
確認ください。
問自衛隊美濃加茂地域事務所

☎25−7495
問防災安全課防災係

☎内線272

認知症専門医による 
物忘れ相談会を実施
「最近物忘れが増えてきた」「認

知症が心配」「病院に行くのは抵
抗がある」など、本人や家族のた
めの相談会です。
●と　き　4月21日㊊

午後1時30分～
※相談は1組45分程度です
●ところ

生涯学習センター 503号室
●対　象　市内在住で、物忘れや

認知症について心配している人
またはその家族

※物忘れなどで医療機関に通院さ
れている人はご遠慮ください

●定　員　2組（先着順）
●相談料　無　料
●申　込　4月18日㊎までに、直

接または電話で高齢福祉課へ
問高齢福祉課地域包括ケア推進係

☎内線501

司法書士による無料相談

　不動産・会社登記、相続、遺言、
多重債務などの法律相談です。
●と　き　4月27日㊐

　午後1時30分～4時30分
●ところ

生涯学習センター 505、506
号室

●申　込
4月22日㊋の午後4時までに、
司法書士総合相談センターの
ホームページ内にある予約サイ
トから申し込みください

※定員になり次第、受け付けを終
了します

※詳細は、司法書士総合相談セン
ターホームページ（右
の二次元コード）を
ご覧ください

問岐阜県司法書士会事務局
☎058−246−1568

問税務課固定資産税係
☎内線515

納期
tax・premium information

●固定資産税・都市計画税
1期分

問収税課収納係　☎内線512
●国民健康保険料　随1期分
●後期高齢者医療保険料　随1期分
問国保年金課国保・収納係

☎内線228
●介護保険料　随1期分
問高齢福祉課介護保険係

☎内線317

納期限は、4月30日㊌です

※納付には、便利な口座振替をご
利用ください。また、納期限内
であれば、コンビニエンススト
アでも納付できます

※毎月第4日曜日の午前9時から
正午まで、市税・国民健康保険
料の納付相談を行いますので、
お気軽にご利用ください

休日当番
Holiday Shift

　各種当番は、急きょ変更になる場
合がありますので、最新の情報は、
ご利用の前に電話や市ホームページ
でご確認ください。
※市外局番はいずれも「0574」です

休日急患診療当番
月 日 医療機関 電話番号
4 13 西田醫院 28-3371

20 太田メディカルクリニック 26-2220
27 日江井外科 25-2624
29 小林クリニック（坂祝町） 25-8077

5 3 みのかも西クリニック 28-5310
4 堀部医院 25-2910
5 森本こどもクリニック 66-2522
6 太田メディカルクリニック 26-2220

※受付は、午前9時～午後4時30分（休憩時間を除く）
※�混雑状況によっては、診察受付終了時刻を早める

場合があります

休日急患歯科診療当番
月 日 医療機関 電話番号
4 13 かもの歯科医院 28-2341

20 ふくた歯科クリニック 24-0606
27 ふくい歯科 26-2266
29 白川病院歯科 72-2222

5 3 松村歯科医院 26-2221
4 たけのこ歯科医院 42-6073
5 みやもと歯科 24-7070
6 ヒロ歯科医院 25-2097

※受付は、午前9時～午後1時

紙面に掲載している行事や講座などは、手話通訳者や要約筆記者などの派遣制度を利用できます。派遣
を希望する人は、開催日の1週間前までに福祉課（☎内線326　 66−1097）へお申し込みください。ま
た、 、 、 の表示がある行事は主催者側で情報保障を準備していますので、申し込みは不要です。

休日の水道当番
月 日 担当企業 電話番号
4 12 ㈱梅田 66-1088

13 ㈱和泉 28-5411
19 マルワ㈱ 24-1650
20 木下設備工業 26-9415
26 ㈲米田住宅設備 25-5146
27 中濃瓦斯㈱ 26-3148
29 ㈲安田管工 26-5610

5 3 マルワ㈱ 24-1650
4 木下設備工業 26-9415
5 ㈲米田住宅設備 25-5146
6 中濃瓦斯㈱ 26-3148

※受付は、午前8時30分～午後5時
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イベント
event information

市民卓球大会

　卓球を楽しんでみませんか。
●と　き　5月25日㊐

午前8時30分～
●ところ　プラザちゅうたい（40

ミリの部）、西体育館（ラージボ
ールの部）

●対　象　市内または加茂郡内に
在住、在勤、在学、在クラブの人

●競技種目
◦40ミリボール／シングルス
①小学生男女　　②中学生男女
③一般（高校生以上）男女
④60歳以上男女
◦40ミリボール／ダブルス
⑤一般男女　　⑥一般混合
⑦60歳以上混合
◦ラージボール／ダブルス
・一般混合
※シングルスとダブルスの両方に

申し込みができます
※シングルスは①②③④のうち1

種目だけに申し込みができます
※ダブルスは⑤⑥⑦のうち1種目

だけに申し込みができます
※40ミリボールとラージボール

の両方には申し込みできません
●参加料
◦シングルス
・一般（大学生を含む）　500円
・小中学生、高校生　300円
◦ダブルス　500円／組
※参加料は当日徴収します
●申　込　5月6日 振休 までに、プ

ラザちゅうたいにある申込用紙
に必要事項を記入し、直接プラ
ザちゅうたいへ

問市卓球協会（安
あん

藤
どう

）　☎25−0576
問プラザちゅうたい　☎26−3241

その他
others information

消防団員の皆さんをサポート 
消防団協力事業所を募集
　「消防団協力事業所表示制度」は、
事業所の消防団活動への協力が社
会貢献として広く認められると同
時に、事業所の協力を通じて、地
域防災体制の充実強化を目的とし
た制度で、事業所の社会的信頼性
向上やPRにつながります。
●認定基準　次のいずれかの要件

を満たしていることが必要です
・従業員が消防団員として1人以

上入団していること
・従業員の消防団活動への配慮に

積極的に取り組んでいること
・災害時または訓練時などに事業

所の資機材を消防団に提供する
など消防団活動に協力している
こと

・その他消防団活動に協力するこ
とにより、地域の消防防災体制
の充実強化に寄与していると市
長が特に認めること

●申　込
防災安全課または市ホームペー
ジにある申請書に必要事項を記
入し、次の書類を添付して直接
防災安全課へ

・事業所の概要の分かる書類（会
社案内、パンフレットなど）

・消防団活動への協力内容が具体
的に分かる書類（災害時などに
提供可能な資機材のリストな
ど）

※本制度の認定は、岐阜県が行う
「消防団協力事業所支援減税制
度」の第一要件になっています。

「消防団協力事業所支援減税制
度」については、岐阜県消防課

（☎058-272-1123）へ お 問 い
合わせください

問防災安全課消防交通係
☎内線277

春の全国交通安全運動

　子どもたちの入園や入学、進級
を迎える4月以降に幼児・児童の
歩行中の交通事故が増加する傾向
があります。
　一人一人が交通ルールを守り、
相手に対する「思いやり・ゆずり
合い」の気持ちをもった行動をと
りましょう。
●期　間　4月6日㊐～15日㊋
●運動の重点
・子どもをはじめとする歩行者が

安全に通行できる道路交通環境
の確保と正しい横断方法の実践

・歩行者優先意識の徹底とながら
運転などの根絶やシートベルト
・チャイルドシートの適切な使
用の促進

・自転車・特定小型原動機付自転
車利用時のヘルメット着用と交
通ルールの遵守

※重大交通事故を起こさないため
に「安全SNS運動」も心がけま
しょう

■安全SNS運動とは
①速度は控えめでSLOWドライブ（S）
②住民生活域での狭い道路（NAR

ROW）では慎重にナロー（N）
③交差点ではしっかり停止（STO

P）して安全確認（S）
問防災安全課消防交通係

☎内線276



市政情報番組のご案内 ※番組の内容や時間は予告なく変更することがあります

FMららで放送中（76.8MHz）

みのかもHOTスタジオからお届けしています

26  2025.4

美濃太田駅南口にあるFMららのスタジオから市の情報をお届けします。

市公式YouTube チャンネルで
は、FMららで生放送をしている

「美濃加茂市長_tv」の同時ライブ
配信をはじめ、CCNet岐阜局が
制作する美濃加茂市の番組をご
覧いただくことができます。
他にも、さまざまな動画を配信
していますので、ぜひ

「チャンネル登録」を
お願いいたします。

美濃加茂市公式チャンネル毎週㊊～㊎　6:54～7:00　みのかもフレイル予防体操
美濃加茂市オリジナルの体操で毎朝体を動かし「フレイル」を予防しましょう。
毎週㊊～㊎　8:05～8:07　みのかもヘッドライン
平日の毎朝決まった時間に、美濃加茂市の動きや話題などをお伝えしています。
毎週㊊　18:00～18:20　Radio junction（レディオ ジャンクション）
市職員がパーソナリティを務め、行政情報をかみ砕いて伝えるバラエティー番組です。
毎週㊎　7:55～8:00　随想 みのかも
みのかも「声のドラマ」の会が、美濃加茂市ゆかりの作品などを朗読でお伝えします。
毎月第2㊋　18:20～18:40　美濃加茂市長_tv  生放送 　※収録の場合もあります

市長自身がパーソナリティとなり、生放送で美濃加茂市の旬な話題をお伝えします。

※いずれもFMラジオの周波数を76.8メガヘルツに合わせることで聴くことができます
※�アプリ「FMプラプラ」をダウンロードいただければ、スマートフォンやタブレット端末

などからも番組を聴くことができます（アプリは無料ですが、通信料がかかります）

広報紙をPC・スマホで
@マイ広報紙

マチを好きになるアプリ
@マチイロ

電子書籍ポータルサイト
@岐阜イーブックス

スマホやタブレットで
広報紙が読める

☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX
この情報は令和7年2月28日現在のものです。
この紙面に関するお問い合わせは、県庁広報課まで岐阜県からのお知らせ
点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と音声用のテキストデータの配信もあります

岐阜県広報

アイコン
説 明

その他催 し 募 集 資格・研修情報ボックス
県広報は県公式ウェブサイト、広報紙ポータルサイト「マイ広報紙」・「岐阜イー
ブックス」、広報紙アプリ「マチイロ」でも公開中！
※掲載している二次元コードは、スマートフォンの機種やアプリなどによって、
読み込めない場合があります

●とき／7月5日（土）9：00～16：30
●ところ／ソフトピアジャパンセンター
             （大垣市）
●競技種目／7種目（各種目参加定員有）
●対象者／岐阜県在住・在勤・在学で満15
　歳以上の身体・知的・精神障がい者
●申込方法／ウェブサイト、郵送、ＦＡＸ
●申込期限／5月12日（月）必着
●問／県労働雇用課 ☎058(272)8412

ぎふアビリンピック２０２５
参加選手を募集します

県民の皆さんのご意見を県の施策や事業に
活用するため、アンケートにご協力いただき
ます（年4回程度）。
●募集期間／3月21日（金）～5月14日（水）
●任期／6月中旬～令和8年5月末まで
●応募方法／右記二次元コード 
●問合先／県広報課 
　☎058（272）1118

岐阜県「県政モニター」を
募集します

県民の皆様からの寄附金を財源として、社会
福祉法人、ＮＰＯ法人、ボランティア団体な
ど、営利を目的としない団体の福祉活動に対
し、補助金を交付して支援します。このたび、
令和7年度補助事業の募集を開始します。
●申請期間／3月24日（月）～6月30日（月）
●申請書／ウェブサイトから入手可
●問／県地域福祉課 ☎058（272）8261

愛のともしび基金補助事業を
募集します

あん摩マッサージ指圧師、はり師、きゆう師
という国家資格のあるものと、整体やカイ
ロプラクティック等国家資格制度のないも
のがあります。あん摩などの施術を受ける
場合には、有資格者であるかどうかご確認
ください。有資格者からの施術所開設届の
一覧を県ウェブサイトで公開しています。
●問／県医療整備課 ☎058（272）8265

あん摩マッサージ指圧等を
受ける前に資格有無の確認を

子ども向け読書活動推進イベント
参加者を募集します

清流の国ぎふ大学生等奨学金の
奨学生を募集します

「こどもの読書週間」に、図書館探検ツアー
や朗読会、絵本の読み聞かせ等を行います。
●とき／4月23日（水）～5月11日（日）
●ところ／岐阜県図書館（岐阜市）
●定員・申込方法等／各イベントによる
●料金／各イベントとも無料
●問／県図書館
　☎058(275)5111

県外在住で県外の大学等に進学している方
で、卒業後に岐阜県にＵターンする意志のあ
る方を対象とした奨学金です。
※令和７年度予算成立を前提とします
●受付期間／４月７日（月）～５月23日（金）
※消印有効
●申請方法／ウェブサイトから手続きのう
え、必要書類を郵送により申請
●問／県地域振興課 ☎058(272)8197

検索岐阜県愛のともしび基金 検索岐阜県　施術所開設届一覧登録はこちら

詳細はこちら
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Health
「健康のまち」から

Minokamo health plaza column

問健康課母子保健係　☎25-4145

保健行事カレンダー
2025.4.10-2025.5.09

「産前教室」に来てみませんか？

17日㊍
2歳児歯みがき教室�
※時間・対象：個別通知　
25日㊎
6～7カ月児
育児相談�
※時間・対象：個別通知　

April4月

毎週㊊
母子健康手帳の交付�
受付時間：午前9時15分、10時15分
※5月5日㊗の週は交付しません
毎週㊋
産後ケア�
時間：午前9時～午後4時
※相談時間は1人3時間までです
毎週㊌
健康相談�
時間：午前9時30分～11時
毎月第1㊍・第3㊍
助産師個別相談�
開始時間：午前10時、午後1時、午後3時
※相談時間は1人1時間程度です
※対象は妊娠している人です

Othersその他

※�未掲載の健診については、個人に通知
します
※�会場は、全てみのかも健康プラザ内に
ある保健センターです
※�申し込みや問い合わせについては、健
康課母子保健係（☎25−4145）へ

May5月
8日㊍
9～10カ月児
すくすく相談�
※時間・対象：個別通知

　自分の中に新しい命が宿っていると知った時、あるいはパートナー
の妊娠を知った時、皆さんはどんな気持ちになりましたか。今まさに
新しい命を宿し、育んでいる喜びと同時に、不安や緊張を感じている
人もいるのではないでしょうか。
　妊娠期間中は、「親」になる準備期間です。この期間に妊娠経過や出
産、産後の生活についてイメージしておきませんか。
　妊娠期を少しでも安心して過ごしていただき、産後に「妊娠期」と「赤
ちゃんのいる生活」の違いに戸惑わないように、市では産前教室とし
て「マタニティクラス」と「もうすぐパパママ教室」を実施しています。
　マタニティクラスは、助産師と参加者の皆さんで楽しく話をしなが
ら、いろいろな知識を深めることができる教室で、全4回の中からお
好きな回を受講することができます。
　じっくりと助産師と話をしたい人のために、個別に「助産師相談」も
開催します。パートナーやサポートしてくださる人と一緒に参加でき
ますので、希望する場合は、事前にご予約ください。
　また、毎回大好評の「もうすぐパパママ教室」は、この4月からは開
催回数を増やして、より多くの人に参加していただけるようパワー
アップしました。妊婦体験や沐

もく
浴
よく
体験などをとおして、パートナーと

一緒に妊娠・出産や、赤ちゃんとの生活について考えていただくきっ
かけになればいいなと思います。もちろん、職員がしっかりサポート
させていただきますので、お一人での参加もお待ちしています。
　そして、既にお子さんがいるご家庭でも安心して参加できるよう、
今年度から託児もご利用いただけるようになりました。コロナ禍では
産前教室を行えなかったので、まだ参加したことのない人や、久しぶ
りに赤ちゃんのいる生活を送る人など、はじめて妊娠された人だけが
対象ではありませんので、託児を利用して、ぜひご参加ください。

　不安や心配事を少しでも軽くして、心穏やかに、楽しいマタニティ
ライフを送ってみませんか。命の誕生という、不思議ですばらしい出
来事を楽しんでみましょう。皆さんのご参加をお待ちしています。

※�本コラムは、次号からリニューアルして
お届けします

市で開催している産前教室

教室の種類 開催日 内　容

マタニティクラス
（全4回） ㊋

「妊娠から出産までのお話」「出産のお話」「産
後のお話」「授乳について」の四つのテーマ
を、好きな順番で受講できます

もうすぐパパママ教室 平日または㊐ 沐浴体験・妊婦体験・交流会をします

助産師相談 第1・第3㊍ 助産師との1時間程度の相談会です

※詳細は、広報紙「広報みのかも」や市ホームページなどに掲載しています
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Child
子育てを楽しもう

Child rearing column

Community
まち活ノート

Town planning note

問子育て支援課　☎66-1332

問まちづくり課まちづくり係　☎内線448

抱っこをいっぱいしてあげましょう

　「抱っこをしすぎると、抱き癖がついて後々大変に
なるのでよくないよ」と言われたことはありませんか。
　かつて、子どもが求めるままに抱っこに応じると、
抱き癖がついてよくないと言われることがありまし
た。
　しかし、現在は研究が進み、抱っこには子どもの成
長にとって、さまざまな良い効果をもたらすことが分
かりました。
　抱っこをするとオキシトシンというホルモンが分泌
されます。そして、安心感や幸福感、信頼感が感じら
れて愛着の形成につながり、健全な親子関係を保つこ
とができると言われています。

　抱っこをしてほしいという欲求は自然な欲求です。
それを満たしてあげることは、子どもの自立にとても
重要で、できるだけ応じてあげたいものです。
　また、スキンシップは抱っこだけではありません。
肌に触れたり、ベビーマッサージをしたりしてあげる
のも抱っこと同じくらい効果があるようです。
　それでも育児や家事などに疲れ
て、つい感情的になりそうな時は、
気分転換に「子育て支援センター」
に遊びに来てくださいね。
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が
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今
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人
と
人
が
つ
な
が
る
場
」「
加
茂
野
を
盛
り
上
げ
る

場
」と
し
て「
軽
ト
ラ
市
」を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲軽トラ市の様子
（�上：花苗を配る児童、�
下：販売の様子）

※�本コラムは、次号からリニューアルして
お届けします
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School
フロム -0 歳プラン掲示板

From 0sai plan information

問学校教育課教育指導係　☎内線464

　本校の学校教育目標は「自分で考えて行動する古井の
子」です。この目標は、20年後、自分の考えを持ち自ら
行動し、未来を切り開く大人になってほしい、という願
いが込められています。このことから、古井小では「話
し合う」ことを大切にしています。
　まず授業では、仲間との意見交流を中心としていま
す。例えば「僕はAだと思います」と話すだけでなく、「ど
うしてAにしたの？」「○○だからAがいいと思ったよ。
じゃあ、なぜ○○さんはBなの？」と、双方向で何度も
考えを伝え合う授業をしています。そして授業の終わ
りには誰と交流したか、意見は変わったのかなど、振
り返る時間を設け、仲間との意見交流の楽しさに気付

くことができるようにしています。
　さらに、学校生活について全校で話し合うことにも
取り組んでいます。例えば週1回の「ロング昼休み（少し
長めの休み時間）」の使い方について、各学級でそのよ
さや課題を話し合い、それを元に5～6年生の代表児童
と先生代表で「二コビー会議」を開きました。その結果、
ミニ掃除をする、休憩タイムを作るなどの案が出され、
休み時間の過ごし方が決まりました。
　話し合うことは時間がかかります。しかし、自分の
考えをもって仲間と意見を練り合う体験は、未来を切
り開く原動力になると信じています。これからも、話し
合う古井小の子を育んでいきます。
※ニコビーとは、古井小PTAキャラクターで、桜の妖精です

自分で考えて行動する古井の子 古井小学校　本郷町1-9-8　☎25-2736

No.130

みのかもっこ

▲話し合う子どもたち

▲ニコビー（※）会議の様子

　
僕
は
学
級
委
員
と
し
て
、「
ニ
コ
ビ
ー
会
議
」に
参

加
し
ま
し
た
。
ニ
コ
ビ
ー
会
議
と
は
、
５
～
６
年
生

の
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
と
先
生
の
代
表
者
が
集
ま
っ

て
、
古
井
小
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
話
し
合

う
会
議
で
す
。

　
こ
の
会
議
で
、「
ロ
ン
グ
昼
休
み
」に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。
僕
が
休
憩
す
る
場
所
に
つ
い
て
意
見

を
言
う
と
、
そ
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
で
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、

古
井
小
学
校
が
よ
り
よ
い
学
校
に
な
っ
て
い
く
、
と

い
う
実
感
が
わ
き
ま
し
た
。

　
僕
は
、こ
う
し
た
取
り
組
み
が
古
井
小
の
目
標「
自

分
で
考
え
て
行
動
す
る
古
井
の
子
」に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
古
井
小
学
校
の

こ
と
を
自
分
た
ち
で
考
え
話
し
合
っ
て
決
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

古
井
小
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に

古
井
小
学
校
６
年 
栗く

り

本も
と

陽は
る

翔と 

さ
ん



30  2025.4

Career
Re:Ola（リオラ）レター

Re:Ola letter

Support
姫biz のトリセツ

Start a business

問商工観光課商工振興係　☎内線261

問ひとづくり課市民活躍推進係　☎内線358

●Information
Re:Olaでは、出張就労相談やキャリア
相談といった仕事や働き方に関する相談
をはじめ、ライフスタイル相談、イライ
ラ・モヤモヤ相談室など、生活に役立つ
相談も開催しています。
●予約方法
①�市LINE公式アカウント
（右の二次元コード）の
「メニュー」を開く
②�「イベント」→「Re:Ola
（リオラ）」→「講座情報」
→「講座情報を確認する」の順に選択

③希望する講座を選んで予
　約

　仕事を探すにあたり、資格や経験が無いことを理由に、希望する職
種への就職を諦める人がみられます。そういった人に向けての学びの
場として、「職業訓練」があります。
　職業訓練とは、ハローワークの窓口から申し込みができる、国が行
う就職支援制度で、就職に役立つ知識やスキルを、基本的には無料（テ
キスト代は自己負担）で習得できます。訓練を受講できる場所は全国
各地にあり、事務系をはじめ、IT、建設・製造、サービス、介護、デ
ザイン、美容など、講座の種類は多岐に渡ります。また、資格が得ら
れるものも多くある他、託児付きの講座もあり、子育て中の人も安心
して受講が可能です。
　やりたい仕事に就き、長く働き続けるために、職業訓練を活用して
スキルアップを図ってみてはいかがでしょうか。リオラでは、毎月第
2㊎にハローワーク美濃加茂による出張就労相談を行っており、職業
訓練についても相談できますので、ぜひご利用ください。

職業訓練を活用したスキルアップ

的確なターゲット設定で効果的な集客を！

　起業するときは、「自分が好きなことを仕事にした
い」「憧れていたことを仕事にしたい」と考える人も多
いと思います。しかし、仕事やビジネスは「人のため」
にするものです。必要とする人の存在があってこその
ビジネスなのです。そこで重要となってくるのが「ター
ゲット層（顧客層）の設定」です。
　あなたの商品やサービスは誰に適したものでしょう
か。これがはっきりしていないと趣味や好みが多様化
している現代において、誰にも適していないものを提
供することになってしまいます。
　それを避けるためには、ターゲット層の設定を絞る
必要があります。住んでいる場所や性別、家族構成や

職業といった要素をはじめ、ライフスタイルや性格と
いった細部までイメージします。さらに、より具体的に
イメージすることを「ペルソナ設定」といい、具体的な
ペルソナ設定を行うと集客の方法も明確になります。
　集客には、折り込みチラシなどインターネットを介
さない「オフライン集客」と、ホームページやSNSなど
を使った「オンライン集客」があります。
　どちらも良し悪しがありますので、的確な方法を選
び、効果的な集客に結び付けましょう。

問姫biz事務局　☎57-9331
　（平日のみ午前9時～午後5時）

※�各種相談の詳細は、右の二
次元コードからご確認くだ
さい

▲予約はこちら

※�本コラムは今号で終了します。今後は市LINE公
式アカウントなどで、皆さんに役立つ情報を発
信しますので、ぜひご登録ください▼

※�本コラムは今号で終了します。今後は市公式SNS
などで、皆さんに役立つ情報を発信しますので、
ぜひご覧ください
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Books
今月のおすすめ図書

Pick up books

Sister City
Do you know DUBBO?

Dubbo Regional Council

問まちづくり課多文化共生係　☎42-6262

問中央図書館　☎25-7316　／　問東図書館　☎26-3001

一般書

一般書

児童書

児童書

　国籍法改正から40年が経ちます
が、国籍選択制度など、実際の生活
の中での、政治が起因による困り事
はまだまだあります。
　本書では、その当事者の体験談を
掲載しており、共生時代の今、ぜひ
読んでおきたい1冊です。

国際結婚を考える会JAIF（ジャイフ）／著

明石書店

　一番若くて82歳、という「ばあちゃ
ん軍団」は、困っている人がいたらす
ぐに駆けつけます。ある日、ケーキ
屋に泥棒が入り、その緊急事態に全
員集合で立ち向かいます。元気でパ
ワフルなばあちゃん軍団が活躍する、
誰もが笑顔になれる絵本です。

好学社

　お花見の「花」は桜じゃないといけな
いの？噂されるとくしゃみが出るって、
本当？見回すと答えがわからない「謎」
にあふれています。昔ながらの、日本
文化だと思われていたアレコレの真実
が、イラストとともに紹介されていま
す。知ることが楽しくなる1冊です。

日本文化のなぞ研究会／編

マイクロマガジン社

　日本は世界有数の溶岩大国で、
太平洋中から海底の溶岩がプ
レートに乗って集まる「溶岩コレ
クター」とも言えると著者は語り
ます。そんな稀有な我が国の地
形や地層を、たくさんの溶岩の
写真とともに学べる1冊です。

小白井 亮一（こじろい りょういち）／著

草思社

ジュディス・カー／作
木坂 涼（きさか りょう）／訳

　
２
０
１
８
年
に
開
園
し
た「
リ
バ
ー

ポ
ー
ト
パ
ー
ク
美
濃
加
茂
」。
こ
こ
に

は
、
姉
妹
都
市
ダ
ボ
と
の
つ
な
が
り
を

感
じ
ら
れ
る
も
の
が
多
く
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
豪
州
の
食
文
化
で

あ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
施
設

の
中
に
、
ダ
ボ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
式
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ

が
あ
る
ほ
か
、
東
の
森
に
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
赤
土
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た

「
ダ
ボ
ロ
ー
ド
」と
、
豪
州
か
ら
植
樹
さ

れ
た
ユ
ー
カ
リ
の
木
や
、
姉
妹
都
市
30

周
年
を
記
念
し
て
寄
贈
さ
れ
た
2
体
の

カ
ン
ガ
ル
ー
の
銅
像
が
あ
り
ま
す
。

　
美
濃
加
茂
市
に
ダ
ボ
と
の
友
情
を
象

徴
し
た
も
の
が
こ
れ
だ
け
多
く
あ
る
一

方
で
、
ダ
ボ
に
も
美
濃
加
茂
市
が
造
園

に
携
わ
っ
た
日
本
庭
園「
逍
し
ょ
う

遥よ
う

園え
ん

」
や

「
美
濃
加
茂
Ｗウ

ェ

イ
Ａ
Ｙ
」が
、
ダ
ボ
市
民
に

大
切
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
姉
妹
都
市
を
提
携
し
て
35
年
。
長
い

期
間
で
築
か
れ
た
ダ
ボ
と
美
濃
加
茂
市

と
の
相
互
の
友
情
が
守
ら
れ
、
今
後
も

続
い
て
い
く
よ
う
、
こ
れ
ら
の
場
所
を

大
切
に
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

ダ
ボ
と
の
友
情
を
感
じ
る
所

楽しい溶岩図鑑

▲森の中にあるダボロード

※本コラムは今号で終了します

▲�ダボの魅力をまとめた
PR動画はこちら 

（市YouTubeチャンネル）

「素顔の国際結婚」の今
―世代をつなぐ国際家族のリアル―

―大人も知らない？―
日本文化のなぞ事典

それゆけ！ばあちゃんぐんだん！
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Media 美濃加茂市の魅力を発信

　市民やまちを訪れる皆さんへの効率的な情報発信を目的に、「AI イベント情報集約
サービス」を導入し、「美濃加茂市イベント情報集約サイト」を運用しています。
　市が主催するイベントだけでなく、民間団体などが開催するイベントも自動で掲載
していますので、市の魅力の発見・再認識のきっかけとしてご利用ください。

　緊急時の連絡だけでなく、まちの魅力をさまざまな角度からお届けするため、市で
は SNS の利用にも力を入れています。媒体ごとの特性を生かした内容をお届けして
いますので、登録やフォローをしていただき、一緒にまちを盛り上げていきましょう。
※それぞれの登録は市公式ホームページのトップページからも可能です

SNSでもまちの情報を発信しています（LINE、X（旧 Twitter）、Instagram、YouTube、note、Facebook）

まちのイベント情報をまとめて紹介しています

Statistics 美濃加茂市の動き

Consumer
広域消費生活相談室だより

Consumer Education

Recycle
市民団体による資源回収のご案内

Resource recovery

問環境課環境政策係　☎内線307 問広域消費生活相談室　☎188（消費者ホットライン）

問秘書広報課広報係　☎内線239

デ
ジ
タ
ル
終
活

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン（
以
降「
ス
マ
ホ
」）

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
普
及
し
た
現
代
社

会
な
ら
で
は
の
遺
品
と
し
て「
デ
ジ
タ

ル
遺
品
」が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
は
、
故
人
が
ネ
ッ
ト
上
に
保

有
し
て
い
た
資
産
の
デ
ー
タ
や
、
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン（
以
降「
サ
ブ
ス
ク
」）

を
契
約
し
て
い
た
場
合
の
ア
カ
ウ
ン
ト

な
ど
が
含
ま
れ
、「
故
人
が
利
用
し
て

い
た
ネ
ッ
ト
銀
行
の
手
続
き
を
し
た
く

て
も
、
ス
マ
ホ
が
開
け
ず
契
約
先
が
分

か
ら
な
い
」「
故
人
が
利
用
し
て
い
た

サ
ブ
ス
ク
の
請
求
を
止
め
た
い
が
、
Ｉ

Ｄ
な
ど
が
分
か
ら
な
い
」な
ど
の
困
り

事
が
増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
、「
デ

ジ
タ
ル
終
活
」の
必
要
性
が
高
ま
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
ス
マ
ホ
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
書
い
た
紙

な
ど
を
保
管
し
て
お
く

・
契
約
中
の
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス

ワ
ー
ド
を
整
理
し
て
お
く

・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
を
検

討
す
る

・
自
分
自
身
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に
備

え
て
、
ス
マ
ホ
な
ど
の
ア
カ
ウ
ン
ト

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
を
指
名
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

　
お
困
り
の
際
は
、
当
相
談
室
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

生活系可燃ごみの排出量
年・月 排出量

令和7年1月 707.61トン

令和6年1月 735.70トン
※上記比較28.09トンの減少

交通事故の発生件数
交通事故種類 1月中 2025年累計

死亡事故 0件 0件

人身事故 4件 4件

市の高齢者統計
人口 人口比率

65歳以上 13,640人 23.71%

75歳以上   7,587人 13.19%

100歳以上       36人   0.06%
※人口と世帯数の動き、高齢者統計は3月1日現在

人口と世帯数の動き� 人・世帯

人口・世帯（うち外国人） 前月比
男性 28,579（3,203） －13
女性 28,945（2,980）   －4
合計 57,524（6,183） －17
世帯数 24,517（2,991） 　27

火災の発生件数
火災種類 2月中 2025年累計
建物火災 0件 0件

上記以外の火災 2件 4件
死者 0人 0人
負傷者 0人 0人

2月異動 人数（うち外国人） 前月比
出生       27（2） 1
死亡       65（0） 5
転入   217（92） 14
転出   197（82） －20

リサイクルステーション
（美濃加茂市生活学校） JAめぐみの旧下古井営業所駐車場（清水町） 毎月第1㊐ 午前9時～11時

みのかもきらきらエコハウス みのかもきらきらエコハウス（中之島公園） 毎週㊌	 午前9時30分～正午

牧野エコひろば 牧野エコひろば（牧野西会館駐車場） 毎月第4㊐ 午前9時～11時

各施設の共通回収品目　新聞、チラシ、雑誌・雑紙、段ボール、紙容器、牛乳パック、使用済み食用油、アルミ缶、ペッ
トボトル（ラベルは剥がす）、発泡スチロール・食品トレイ、蛍光灯、使用済み乾電池、ペットボトルキャップ、使用済
み小型家電（専用の回収ボックスに入るものに限ります。また、牧野エコひろばは牧野交流センターで回収しています）
※天候などにより資源回収を中止する場合は「すぐメールみのかも」でお知らせします
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 弁護士による無料相談
●と　き　毎月第2㊌・第4㊌（㊗は除く）
　午後1時～4時
●ところ　総合福祉会館
●対　象　市内在住の人（先着順）
●申　込　当日の午前8時30分から正午までに電

話で社会福祉協議会へ
問社会福祉協議会　☎28−6111

 妊娠・出産・子育て相談
●と　き　毎週㊊～㊎（㊗ 振休 は除く）
　午前8時45分～午後4時45分
●ところ　みのかも健康プラザ 2階
●申　込
　電話で、みのかもこども家庭センター（母子保

健相談は健康課、家庭児童相談は子育て支援課）
へ

問みのかもこども家庭センター
　☎25−4145（健康課）　☎25−1110（子育て支援課）

 あじさい発達相談
●と　き　毎週㊊～㊎（㊗ 振休 は除く）
　午前9時～午後4時
●ところ　文化の森 2階教育センター
　　　　　カナリヤの家
●内　容　中学生までの発達に関する相談窓口
●申　込　
　電話でカナリヤの家または教育センターへ
問カナリヤの家　☎25−1260　 25−1269
問教育センター　☎25−3999　 48−8030

 教育相談
●と　き　毎週㊊～㊎（㊗ 振休 は除く）　
　午前9時～午後4時
●ところ　文化の森 2階教育センター
●内　容
　子どもの学習・生活に関する相談窓口
●申　込　電話で教育センターへ
問教育センター　☎25−3999　 48−8030

 高齢者介護相談
●と　き　毎週㊊～㊎（㊗ 振休 は除く）
　午前8時30分～午後5時
●ところ
・西部長寿支援センター（前平町1−257）
※太田・加茂野小学校区在住の人が対象
・中部長寿支援センター（中部台6丁目13番地5）
※山手・山之上・蜂屋・伊深・三和小学校区在住

の人が対象
・東部長寿支援センター（下米田町東栃井81−2）
※古井・下米田小学校区在住の人が対象
●内　容
　高齢者に関する総合的な相談窓口
●申　込　直接または電話で各長寿支援センター

へ（電話相談は24時間365日対応）
問西部長寿支援センター
　☎24−7007　 24−7008
問中部長寿支援センター
　☎49−8591　 49−8592
問東部長寿支援センター
　☎50−1777　 50−1788

健康・医療・子育て・介護などについて、幅広く相談できる無料の相談窓口です。
医師、保健師、看護師などのスタッフが、24時間体制年中無休でご相談に対応します。

※相談受付用フリーダイヤル、美濃加茂市・加茂郡の住民専用の番号です

不意にケガをした！

応急手当をどうしよう

家族の介護や認知症などで

困っていることがある
病気や健康の悩みを相談してみたい

赤ちゃんが夜中に発熱！

どうしたらいい？

「病院に行こうか迷う」「健康相談がしたい」そんなときはまずお電話を　
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Free consultation
今月の各種相談日 市役所や関係機関が行う無料相談のご案内です

 行政相談
●と　き　4月25日㊎　午前9時～11時
●ところ　総合福祉会館 相談室2
●内　容　行政に対する総合的な相談
●申　込　当日、直接会場へ
問総務課法令係
　☎25−2111（内線273）　 25−3917

 消費生活相談
●と　き　毎週㊊～㊎（㊗ 振休 は除く）
　午前8時45分～午後4時45分
●ところ　市役所 西館2階
●内　容
　消費生活全般に関する相談窓口
●申　込　電話で広域消費生活相談室へ
問広域消費生活相談室
　☎188（消費者ホットライン）

 心と暮らしの相談窓口
●と　き　毎週㊊～㊎（㊗ 振休 は除く）
　午前8時45分～午後4時45分
●ところ　福祉課（市役所 西館1階）
●内　容　日常の暮らしの中での困り事に対し

て、本人や関係機関と一緒に解決する相談窓口
●申　込
　直接または電話もしくはメール（se-kon@mino 

kamo-shakyo.or.jp）で福祉課へ
※相談内容や秘密は厳守します
問福祉課地域福祉係　☎内線341

 こころの相談室
●と　き　4月28日㊊　午後1時30分～4時30分
●ところ　保健センター
●内　容　こころの不調に関する相談
●申　込　事前に、直接または電話で健康課へ
問健康課成人保健係　☎66−1365

 みのかもビジネス相談窓口
●と　き　毎月第2㊎（㊗は除く）　午後1時～5時
●ところ　美濃加茂商工会館1階（姫Biz事務局内）
●内　容　起業やビジネスに関する相談窓口
●申　込　事前に、直接または電話で商工観光課へ
問商工観光課商工振興係　☎内線261

 市民活動アドバイザーによる無料相談
●と　き　毎週㊌　午前9時～正午
※オンラインでの相談も受け付けています
●ところ　市役所 駅南分室1階（太田町1752−1）
●内　容　市民活動などの総合的な相談
●申　込　事前に、直接または電話で市民活動サ

ポートセンターへ
問みのかも市民活動サポートセンター　☎28−1979

 結婚相談
●と　き　毎週㊏（㊗は除く） 　午前9時～正午
●ところ　総合福祉会館　※相談は要予約
●内　容　結婚希望者の相談窓口
●対　象　市内在住、在勤の人
●申　込　事前に、電話で社会福祉協議会へ
問社会福祉協議会　☎28−6111
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Contact us
各施設のご案内

Regional public facility

美濃加茂市役所 
8:45～16:45
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-8606　太田町3431-1
☎25-2111（代表）　 25-3917

美濃加茂市役所 分庁舎
8:45～16:45
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-0041　太田町1900 
☎25-2111（代表）

美濃加茂市役所 駅南分室
8:45～16:45
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-0041　太田町1752-1
まちづくり課（多文化共生推進室）
☎42-6222

発達支援センター（福祉課）
8:45～16:45
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-8606　太田町3431-1
福祉課　☎25-2111（内線314）

保健センター（みのかも健康プラザ）
8:45～16:45
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-0010　健康のまち一丁目2番地
健康課　☎66-1360　 28-1108
こども未来課　☎28-1131
子育て支援課　☎66-1380

R
リ オ ラ

e:Ola（みのかも健康プラザ）
10:00～16:00
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-0010　健康のまち一丁目2番地
☎090-9022-2200

生涯学習センター 
8:30～22:00
〒505-8606　太田町3425-1
ひとづくり課
☎25-4141　 28-1109

プラザちゅうたい 
8:30～22:00
休毎週㊊
〒505-0041　太田町1916-1
☎26-3241　 26-3242

中央図書館 
10:00～18:00
※㊏、㊐、㊗、 振休 は17:15まで
休�毎週㊊（ただし5月5日㊗は開館し、5

月7日㊌に休館します）、4月30日㊌
〒505-0041　太田町1921-1
☎25-7316　 27-2647

東図書館
10:00～20:00
※㊏、㊐、㊗、 振休 は17:15まで
　（貸館は8:30～22:00）
休毎週㊎、4月30日㊌
〒505-0027　本郷町9-2-22
☎26-3001　 26-3060

みのかも文化の森
9:00～17:00（貸館は8:30～22:00）
休�毎週㊊（ただし5月5日㊗は開館し、5

月7日㊌に休館します）
〒505-0004　蜂屋町上蜂屋3299-1
☎28-1110　 28-1104

美濃加茂市教育センター
9:00～17:00
休毎週㊏、㊐、㊗、 振休
〒505-0004　蜂屋町上蜂屋3299-1
☎28-3255　 48-8030

かも～る（文化会館）
8:30～22:00
休�毎週㊊（ただし5月5日㊗は開館し、5

月7日㊌に休館します）
〒505-0025　島町2-5-27
☎25-1108　 25-1100

総合福祉会館 
8:30～16:30
休毎週㊐、㊗、 振休
〒505-0031　新池町3-4-1
☎28-6111　 28-6110

太田宿中山道会館 
9:00～17:00
休�毎週㊊（ただし5月5日㊗は開館し、5

月7日㊌に休館します）
〒505-0042　太田本町3-3-31
☎23-2200　 23-2201

みのかも健康の森 
9:00～17:00
休毎週㊌
〒505-0003　山之上町7559
☎29-1108　 29-1108

リバーポートパーク美濃加茂
9:00～17:00
※�カフェスペースおよびバーベキュー

エリアを除く
休毎週㊋
〒505-0024　御門町2-6-6
☎49-6717

各地区連絡所
いずれも
8:45～16:45
休毎週㊏、㊐、㊗

太田連絡所
〒505-0042　太田本町2-7-12 
☎26-2628

古井連絡所
〒505-0027　本郷町8-8-48
☎25-2058

山之上連絡所
〒505-0003　山之上町3457-1 
☎25-2739

蜂屋連絡所
〒505-0004　蜂屋町上蜂屋3637 
☎25-2901

加茂野連絡所
〒505-0052　加茂野町今泉1546-4
☎25-2493

伊深連絡所
〒505-0008　伊深町927-1
☎29-1395

三和連絡所
〒505-0002　三和町川浦2565
☎29-1001

下米田連絡所
〒505-0014　下米田町則光182
☎25-2714

2025.4.10-2025.5.09
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Public office
新庁舎整備情報

New public office project office

Cooking
食改さんのおすすめレシピ

問新庁舎整備推進課　☎内線246

問食生活改善連絡協議会事務局（健康課）　☎66-1365

新庁舎整備事業の令和 6年度の経過について

Recipe File 192 野菜たっぷり　カラフルピザ風オムレツ

問食生活改善連絡協議会事務局（健康課）　☎66-1365

　今回は、新庁舎整備事業の令和6年度の経過につい
てお伝えします。
　令和5年度は積極的に市民意見を聴取し対話するた
め、生涯学習センターでワークショップを9回実施し
ました。そして令和6年度では、より多様な意見をお
聞きするため、従来のワークショップでは参加が難し
かった子育て世代・外国人市民・障がい児者を対象と
したワークショップを開催しました。それぞれのご意
見や困り事など、貴重な声をいただく機会となりまし
た。
　そして、昨年12月には生涯学習センターで、「みん
なの新庁舎　タウンミーティング」を4回実施しまし
た。これは、市が可能性調査結果を踏まえて作成した
候補地についての情報資料を市民の皆さんと共有し、
対話することを目的としたものです。多くの人に積極

的なご参加いただき、各候補地についてさまざまなご
意見をいただくことができました。また、同時に市職
員を対象とした候補地に関するアンケートも実施しま
した。これまでにいただいた多くのご意見を踏まえ、
新庁舎整備事業を推進していきます。
　なお、令和７年市議会第１回定例会における追加議
案として、プラザちゅうたい敷地を新庁舎整備地とす
る『美濃加茂市役所の位置を定める条例の一部を改正
する条例』を提出しましたが、賛成８人、反対６人、
退席２人という結果により、出席議員の3分の2の賛
成を得られず、否決されました。
　本コラムは今号で終了しますが、引き続き「新庁舎
整備情報ポータルサイト」にて、新庁舎整備に関する
最新情報をお知らせしますのでご覧ください。
※サイトは右上の二次元コードからアクセスできます

　野菜が不足しがちな朝食におすすめの一品です。
卵料理に野菜をプラスして、手軽においしく野菜
を補いましょう。

① �タマネギは薄切り、ウインナーは輪切りにし、
スナップエンドウはゆでておく。

② �フライパンに油を熱し、①を炒める。
③ �材料に火が通ったら、溶きほぐした卵をフライ

パンに流し込み、塩コショウを軽くふり、ふた
をして蒸し焼きにする。

④ �蒸し上がる前に、四つ切りにしたミニトマトを
乗せ、再度ふたをして加熱する。

⑤ �食べやすい大きさに切り分け、器に盛ったら完
成。

■ 調理品の材料（4人分）
タマネギ �  1/4個
ウインナー �  2本（60g）
スナップエンドウ
 �  10本
ミニトマト �  10個
卵 �  3個
塩コショウ �  少々
サラダ油 �  小さじ1
ケチャップ �  お好みで

■1人分の栄養価
エネルギー：144kcal
塩分：0.6g／野菜：90g

右の二次元コードから各種レシピを動画でもご覧
いただけます。

※新庁舎整備に関する情報は、　
　こちらから発信しています　▶



NEWS & TOPICS
市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

また、その他の話題は「美濃加茂市公式note」（右の二次元コード）でも紹介しています。

　昨年までの18年間、太田宿中山道会館の運
営を行っていたNPO法人宿木（佐

さ
光
こう

重
しげ

廣
ひろ

理事
長）から、市に大小2体の銅像を寄贈していた
だき、同館に設置された逍遙像の除幕式が行
われました。像は手を差し出した姿で逍遙の
生家がある西向きに設置されており、この日
は坪内逍遙博士顕彰会の会員や太田小学校の
6年生ら約50人が像の完成を祝いしました。

２
26

NPO法人宿
やど

木
りぎ

が坪
つぼ

内
うち

逍
しょう

遙
よう

の没後90周年を記念して銅像2体を市に寄贈

太田宿中山道会館で坪内逍遙像の除幕式

　みのかも文化の森で、市内の児童生徒や団体の優れた活動を認める
「あじさい賞」の表彰式を行いました。
　今年度は学習や文化、スポーツなどで活躍した小学生10人および
中学生16人の合計26人の個人と、3団体を表彰。古

ふる
川
かわ

一
かず

男
お

教育長から、
対象となった児童生徒・団体らに賞状を手渡しました。
　また、この日は市内小中学校および富加町にある組合立双葉中学校
の教職員を対象とした「教育実践研究論文」の表彰式も行い、最優秀賞
と優秀賞に選ばれた教職員10人を表彰しました。

２
19

令和6年度 第18回あじさい賞

今年度は26人の児童生徒と3団体を表彰

　みのかも女性活躍支援センターR
リ オ ラ
e:Olaで、

「自分らしさミツケル2days」を開催しました。
　これは、自分らしさや在りたい自分の実現
に向けたきっかけづくりの創出を目的に開催
しているものです。この日は料理講座やハン
ドメイドワークショップなどを実施し、参加
者は自分の可能性や特性について、再発見す
るきっかけ作りとして講座に取り組みました。

2
12

自分らしさミツケル2d
デ イ ズ

aysを開催

得意や好きを生かし自分らしさを実現
2
13
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編
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新
年
度
を
迎
え
、
皆
さ
ん
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
昨
年
４
月
に
70
周
年
を
迎
え
た

美
濃
加
茂
市
で
は
、
新
た
な
歩
み

と
な
る
71
年
目
を
迎
え
、
同
時
に

令
和
２
年
か
ら
続
く
第
６
次
総
合

計
画
も
後
半
に
入
り
ま
し
た
。
今

後
も
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
、
変
更

や
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
私
事
で
す
が
、
今
号
で
編
集
後

記
を
書
く
の
が
最
後
と
な
り
ま
し

た
。
携
わ
っ
た
号
を
数
え
る
と
今

号
ま
で
で
71
号
分
と
な
り
、
71
年

目
を
迎
え
る
美
濃
加
茂
市
と
の
不

思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。
広
報
紙

発
行
業
務
の
ほ
か
に
も
行
政
情
報

番
組
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
、
動
画
の
投

稿
な
ど
、
私
た
ち
が
発
信
す
る
情

報
が
、
少
し
で
も
皆
さ
ん
の
情
報

収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
役
立
っ
て
い

た
な
ら
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　
５
月
号
か
ら
も
、
新
メ
ン
バ
ー

と
と
も
に「
広
報
み
の
か
も
」を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私
も
少

し
お
手
伝
い
を
し
た
、
新
し
い
レ

イ
ア
ウ
ト
も
お
楽
し
み
に
！（
明
）

71
号
分
の
あ
り
が
と
う
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SPECIAL THANKS

美濃加茂市は、令和6年度に市制施行70周年を
迎え、令和6年4月1日から令和7年3月31日の
期間に、多くの市民や市民団体の皆さんに協力
いただきながら、ともに市制施行70周年を盛
大に祝いました。ここでは、その歩みの一部を
写真で振り返ります。

■美濃加茂市制施行70周年記念公募型事業補助金交付事業　
10月19日、20日：ONE PARK RIVERFES2024 in MINOKAMO
■美濃加茂市制施行70周年記念市民企画事業（複数開催した内容については、初回の開催日のみ記載しています）
8月3日：国際交流in Minokamo〜Hello！地球人〜／8月23日：きそがわ日和2024（美濃加茂市制施行70周年記念プログラム）／10月6日：お気軽にクラッシッ
ク音楽を！Light Heart Classic／10月14日：「みーもの庭」バッグコンポストによる生ごみ削減／10月26日：『届け！∞の可能性』～未来につなげるまちづくり
～／10月27日：あずまるしぇとコラボ「花束を君に」／11月2日：伊深の歴史講演会・まちの歴史展／1月18日：夜回り先生水谷修氏講演会／1月19日：鈴木 
翼ファミリーコンサート／1月19日：マネーのライオン「みのかも起業ビジネスプランコンテスト」／2月15日：70周年記念サッカークリニック
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